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１ 施策評価について 

（１）「施策評価」の位置付けと役割 

「施策評価」は、政策・取組ごとに前年度の指標目標（成果）や事業内容等をできる限り客

観的に評価（チェック）し、今後の方向性などを展望（業務改善）し、総合計画における事業

全体の推進を図り、多様化する市民ニーズに対応できる個性あるまちづくりを目指して実施す

るものです。 

 

 

（２）「施策評価」の対象と手法 

施策評価は、人口・世帯の目標及びまちづくり指標の評価、基本方針別評価、施策別進捗状

況評価の３段階で実施します。 

 

 

１）人口・世帯の目標及びまちづくり指標の評価 

人口・世帯の目標及びまちづくり指標の評価は、目標及び指標の達成度評価からなります。 

 

○ 目標及び指標の達成度評価 

各目標及び指標のそれぞれについて、基準値から令和５年度の目標値までの伸びに対する、

基準値から最新値までの伸びの割合（目標値までの進捗率）を算出し、下記の４段階で評価し

ています。 

『目標値までの進捗率』の算出方法例 

  基準値 10％、令和５年度目標値 60％、最新値 55％の場合 

  ⇒（55－10）÷（60－10）＝45÷50＝90％ ⇒ 「順調」 

区分 評価基準 評価点 

 
達成 目標値までの進捗率 100％以上 １００ 

 
順調 目標値までの進捗率 70％～100％未満 ８０ 

 
一部順調でない 目標値までの進捗率 50％～70％未満 ６０ 

 
あまり順調でない 目標値までの進捗率 50％未満または悪化 ３０ 

 

目標及び指標の前年度比 

〔↗〕 改善 

〔↘〕 悪化 

〔→〕 維持 
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２）基本方針別評価 

基本方針別評価は、定量的評価と定性的評価により行います。 

 

① 定量的評価 

指標の達成度から算出する定量的な評価は、下記のステップで実施します。 

 

ステップ１ 施策別評価 

「指標の達成度評価」から、施策ごとに指標の達成度評価点を集計、施策別平均点を算出しま

す。 

 

ステップ２ 基本方針別指標評価 

「施策別評価」から、基本方針ごとに施策の評価点を集計、基本方針別に平均点を算出しま

す。 

 

② 定性的評価 

後述する施策別進捗状況評価をもとに、計画期間中にあげられた成果と、引き続き対応すべ

き継続課題を文章で整理します。 
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３）施策別進捗状況評価 

施策別進捗状況評価は、指標の達成度評価と、総合計画で位置づけた主な事業の進捗状況の

評価からなります。 

 

① 指標の達成度評価 

各施策の指標それぞれについて、基準値から令和５年度の目標値までの伸びに対する、基準

値から最新値までの伸びの割合（目標値までの進捗率）を算出し、下記の４段階で評価してい

ます。 

『目標値までの進捗率』の算出方法例 

  基準値 10％、令和５年度目標値 60％、最新値 55％の場合 

  ⇒（55－10）÷（60－10）＝45÷50＝90％ ⇒ 「順調」 

区分 評価基準 評価点 

 
達成 目標値までの進捗率 100％以上 １００ 

 
順調 目標値までの進捗率 70％～100％未満 ８０ 

 
一部順調でない 目標値までの進捗率 50％～70％未満 ６０ 

 
あまり順調でない 目標値までの進捗率 50％未満または悪化 ３０ 

 

評価指標の前年度比 

〔↗〕 改善 

〔↘〕 悪化 

〔→〕 維持 

 

 

② 主な事業の進捗状況評価 

後期基本計画で位置づけた主な事業について、「達成、順調、着手、未着手」の４段階で評価

します。また、進捗状況について、文章で整理します。 

区分 評価基準 評価点 

 
達成 目標とした事業内容達成 １００ 

 
順調 事業を進めており、目標の 70％以上は進んでいる ８０ 

 
着手 目標の 50～70％程度の水準にとどまっている ６０ 

 
未着手 目標の 50％未満または事業に着手できていない ３０ 

 

上記①、②のいずれも計画期間１０年のうち、８年分の進捗状況評価であることから「順調」

の判断にあたり進捗率８０％を基準に数値を設定しています。  
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２ 人口・世帯の目標及びまちづくり指標の評価 

（１）人口・世帯の目標 

第６次瑞浪市総合計画では、計画の目標年度である令和５年度における目標人口を 40,000

人、世帯目標を 15,900 世帯と掲げています。基準となる数値が国勢調査によるものであるこ

とから、５年ごとの数値を按分することで、毎年の推移をみています。 
 

・人口については減少傾向で推移しており、令和２年時点では目標人口との差は 2,850人となっており、目

標人口の 40,000人は達成されておりません。 

・世帯については、増加傾向で推移していますが、目標に届く水準にはないものと見込まれます。 

 
 

１．人口・世帯の目標の達成度 [   達成    順調    一部順調でない    あまり順調でない  ] 

 単
位 

基準 
Ｈ26 

年 

Ｈ27 

年 

Ｈ28 

年 

Ｈ29 

年 

Ｈ30 

年 

Ｈ31(R1) 

年 

Ｒ２ 

年 

目標 

(Ｒ５) 
評価 

将来人口 
人 

40,387 (39,061) 38,730 (38,414) (38,098) (37,782) (37,466) 37,150 40,000 

 
国勢調査 （  ）内の数字は、推移が分

かるよう按分 H22 〔↘〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↘〕  

将来世帯 世

帯 

13,538 (13,774) 13,833 (13,958) (14,082) (14,207) (14,331) 14,456 15,900 

 
国勢調査 （  ）内の数字は、推移が分

かるよう按分 H22 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕  

  ※平成 26年の数値については、平成 22年と 27年の数値を按分。 

 

（２）まちづくり指標 

まちづくりの基本となる「住みよさ指標」、「定住指標」、「市政満足度指標」の３つを掲げて

いることから、その目標に対する現時点での率を示します。 
 

・住みよさ指標については平成 29 年度から令和２年度にかけて増加傾向で推移していましたが、令和３年

度にかけて 4.2ポイント減少しました。基準年度から令和３年度の２時点間をみると横ばいであり、期間

平均は 68.8％となっています。 

・定住指標についても、維持は含むものの平成 29 年度から令和２年度にかけて増加傾向で推移していまし

たが、令和３年度にかけて 4.1ポイント減少しました。基準年度から令和３年度の２時点間をみると 2.8

ポイントの減少、期間平均は 81.7％となっています。 

・市政満足度指標についても、平成 29 年度から令和２年度にかけて増加傾向で推移していましたが、令和

３年度にかけて 3.9ポイント減少しました。基準年度から令和３年度の２時点間をみると 1.1ポイントの

減少、期間平均は 83.4％となっています。 
 

１．まちづくり指標の達成度 [   達成    順調    一部順調でない    あまり順調でない  ] 

 単
位 

基準 
Ｈ26 

年度 

Ｈ27 

年度 

Ｈ28 

年度 

Ｈ29 

年度 

Ｈ30 

年度 

Ｈ31(R1) 

年度 

Ｒ２ 

年度 

Ｒ３ 

年度 

目標 

(Ｒ５) 
評価 

住みよさ指標 
％ 

70.1 65.7 66.2 67.5 67.1 68.1 71.6 74.3 70.1 77.0 

 
瑞浪市は住みよいところだと感じる市民 H25 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕  

定住指標 
％ 

83.0 79.5 82.7 82.7 80.0 82.1 82.1 84.3 80.2 91.0 

 
今後も瑞浪市に住み続けたいと考える市民 H25 〔↘〕 〔↗〕 〔→〕 〔↘〕 〔↗〕 〔→〕 〔↗〕 〔↘〕  

市政満足度指標 
％ 

83.4 83.1 82.3 82.4 82.3 83.9 84.4 86.2 82.3 92.0 

 
瑞浪市の現状について不満と感じていない市民 H25 〔↘〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕  
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３ 基本方針別評価 

（１）全体まとめ 

全体でみると、指標の達成度評価については、６つの基本方針と１つの重点方針のうち、「基

本方針４ まちの魅力を活かした活力あるまち ～産業経済～」が「順調」の評価となり、その

他の方針については「概ね順調」の結果となりました。 

また、主な事業の進捗状況評価については、「基本方針１ みんなで支え合い健やかに暮らせ

るまち ～健康福祉～」が「概ね順調」となり、その他の方針が「順調」の結果となりました。 
 

指標の達成度評価を基本方針別にみると、「基本方針１」を構成する５つの施策のうち、「子

育て支援」において 30点と低い数値となりました。一方で「障がい者福祉」は 72点と、比較

的高い数値となっています。 

「基本方針２」では、構成する６つの施策のうち、「公共交通」が 30点と低い数値となりま

した。「防犯・交通安全」と「市民生活」は比較的高く、それぞれ 68点、65 点となっていま

す。 

「基本方針３」では、構成する４つの施策のうち、「まちなみ」が 78点と、比較的高い数値

となっています。 

「基本方針４」では、構成する５つの施策のうち、「農林業」、「畜産業」、「工業」の数値が比

較的高く、それぞれ 74点、73点、73点となっています。 

「基本方針５」では、構成する４つの施策のうち、「社会教育」「生涯スポーツ」「文化・芸

術・文化財」で 30点と低い数値となっています。 

「基本方針６」では、構成する４つの施策のうち、「行財政運営」が 82点である一方、「協働

のまちづくり」や「情報共有」において 30点と、低い数値になっています。 

「まちづくりの重点方針」では、4つの方針のうち３つが 30点と、低い数値となっていま

す。 

全体として、長引くコロナ禍の影響により、各基本方針に付随する各施策の目標指標に対す

る実績値が、コロナ蔓延前に比べ著しく減少していることが大きいものと推測されます。 
 

第７次総合計画の策定に向けては、このような評価結果となった要因をさらに分析した上

で、継続して取組を進めていく事業や改善すべき事業を検討し、将来都市像の実現に向けて施

策を展開していく必要があります。 

 
 
 

基本方針 

評価結果 

指標評価 
進捗状況

評価 

基本方針１ みんなで支え合い健やか

に暮らせるまち ～健康福祉～ 
49点 80点 

基本方針２ 安全・安心で人と地球に

やさしいまち ～生活環境～ 
55点 82点 

基本方針３ 自然と調和した快適で暮

らしやすいまち ～都市基盤～ 
59点 83点 

基本方針４ まちの魅力を活かした活

力あるまち ～産業経済～ 
61点 85点 

基本方針５ いきいきと学び心豊かに

暮らせるまち ～教育文化～ 
33点 82点 

基本方針６ 市民と行政で創造する夢

のあるまち ～新たなまちづくり～ 
49点 82点 

まちづくりの重点方針 

（３プラス１） 
34点 82点 ：順調   ：概ね順調   ：一部順調でない   ：あまり順調でない 

基本方針２

基本方針５

重点方針
基本方針３

基本方針４

基本方針１進
捗
状
況
評
価

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

指標評価

（点）

基本方針６
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（２）基本方針別結果 

基本方針１ 

みんなで支え合い健やかに 

暮らせるまち ～健康福祉～ 

指標評価 
進捗状況

評価 

４９ ８０ 

施策 
指標達成

度評価 

進捗達成

度評価 

地域福祉・社会保障 53 80 

健康・医療 48 82 

子育て支援 30 80 

障がい者福祉 72 80 

高齢者福祉・介護 44 80 

【これまでの成果】 

◎ 地域包括支援センター、子育て世代包括支援センターの設置により各分野毎の包括的な相談

体制が構築できた。 

◎ 健診受診機会のない若年層（20歳代）に対し、健診及び保健指導を実施し、早期から生活習

慣病予防の取組の充実が図れている。 

◎ 東濃基幹相談支援センターが定期的に運営協議をすることで、地域生活支援拠点の整備が完

了した。 

【積み残し（継続）課題】 

▼ さらなる包括的な支援体制及び多機関共同の体制づくりが必要である。 

▼ アンケート結果によると「日頃から健康づくりを実践している市民の割合」は平成 29年度を

ピークに低下している。 

▼ 平成 31年度以降、市民アンケートにおける子育てのしやすさの満足度が減少傾向にある。 

▼ 介護予防支援会議や個別ケース会議における局所的な問題解決に留まり、地域課題の発見、

資源開発といった大局的な議論につながらない。 
 

基本方針２ 
安全・安心で人と地球に 

やさしいまち ～生活環境～ 

指標評価 
進捗状況

評価 

５５ ８２ 

施策 
指標達成

度評価 

進捗達成

度評価 

循環型社会 60 80 

環境保全・エネルギー 48 80 

公共交通 30 83 

消防・防災 56 83 

防犯・交通安全 68 82 

市民生活 65 85 

【これまでの成果】 

◎ 廃棄物処理手数料を改定して、ごみの減量化を図った。 

◎ 電力会社の二酸化炭素排出係数の見直し等により、公共施設における CO2 削減率が大幅に上

昇している。 

◎ 市による防犯灯の LED化が完了した。また、地域で新設する場合の補助制度を創設した。 

【積み残し（継続）課題】 

▼ アンケート結果による目標指標（省エネルギー・新エネルギーへの取組をしている市民の割

合）が当初から横ばいで推移している。 

▼ コロナ禍以前よりコミュニティバス、及びデマンド型交通の利用が低迷していたが、コロナ

禍による生活様式の変容により、利用者の低迷にさらに拍車がかかった。 

▼ 消費生活相談窓口の利用について成人年齢が 18 歳になったことから、高齢者だけでなく、高

校生などの若年者にも周知が必要である。  

  ：順調   ：概ね順調   ：一部順調でない   ：あまり順調でない 

  ：順調   ：概ね順調   ：一部順調でない   ：あまり順調でない 

基本方針１
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基本方針３ 

自然と調和した快適で暮らし 

やすいまち ～都市基盤～ 

指標評価 
進捗状況

評価 

５９ ８３ 

施策 
指標達成

度評価 

進捗達成

度評価 

道路・河川 66 81 

まちなみ 78 80 

住環境 40 84 

上下水道 52 88 

【これまでの成果】 

◎ 道路や橋梁の耐震化により、災害に強い都市基盤の整備が進んでいる。 

◎ 空き家・空き地バンクを通じた空き家の利活用や移住に関する各種奨励金制度により、市内

で暮らし始められる環境が整っている。 

◎ 上下水道施設の耐震化率を向上させることができた。また水洗化率が向上し、全地域で水洗

化が進んでいる。 

【積み残し（継続）課題】 

▼ 新型コロナウイルス感染症の影響等により、大湫地区での景観計画重点区域指定への取り組

みが進まず、住民の意識が薄れている可能性がある。 

▼ 単独処理浄化槽と汲み取り便槽の利用人口が全体の約１７％であり、水質浄化に取り組むた

め、引き続き水洗化の向上に努める必要がある。 
  

基本方針４ 

まちの魅力を活かした 

活力あるまち ～産業経済～ 

指標評価 
進捗状況

評価 

６１ ８５ 

施策 
指標達成

度評価 

進捗達成

度評価 

農林業 74 86 

畜産業 73 87 

商業 53 84 

工業 73 84 

観光 30 83 

【これまでの成果】 

◎ 直売所では市内農家が生産した野菜が販売され、出荷者数、出荷野菜量ともに増加傾向にある。 

◎ 「瑞浪ボーノポーク」の売上増加のため、加工販売施設を建設・オープンした。 

◎ 移住して作陶活動をする若い陶芸家が増えてきている。また、インターネットを活用した販

売やふるさと納税の返礼品などへの積極的な取組がみられる。 

◎ 社会実験として、空き店舗を M ビルやゑびす屋として整備・活用し、まちの賑わい創出を行

った。また、駅前広場を活用してキッチンカーの出店を行った。 

◎ 大湫宿では、国登録有形文化財である丸森、新森や古民家西森川邸の整備が完了し、観光案

内所やカフェなど新たな観光資源として活用が始まった。 

【積み残し（継続）課題】 

▼ 人手不足、高齢化等により耕作放棄地が増加している。 

▼ 瑞浪駅南地区の市街地再開発事業を推進するための、より具体的な居住・出店ニーズの把握。 

▼ 後継者不足、飼料価格の高止まりなどにより畜産農家の廃業が進んでいる。 

▼ 見本市等に出展する事業者が減少している。また、出展している事業者も毎年同じ見本市等

への出展が続いており、販路開拓という面ではマンネリ化している。 

▼ リニア中央新幹線の開通を見据え首都圏からの誘客の強化が必要。  

  ：順調   ：概ね順調   ：一部順調でない   ：あまり順調でない 

  ：順調   ：概ね順調   ：一部順調でない   ：あまり順調でない 
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基本方針５ 

いきいきと学び心豊かに 

暮らせるまち ～教育文化～ 

指標評価 
進捗状況

評価 

３３ ８２ 

施策 
指標達成

度評価 

進捗達成

度評価 

就学前教育・学校教育 42 82 

社会教育 30 80 

生涯スポーツ 30 83 

文化・芸術・文化財 30 82 

【これまでの成果】 

◎ コミュニティ・スクール化が進み、地域全体でめざす子どもの 

姿を共有し、連携・協働して子供たちの教育に当たっている。 

◎ 講座等の情報を取りまとめた冊子の配布のほか、広報・メールマガジン・ＳＮＳ・ラジオ等

を活用し、積極的に情報発信を行っている。 

◎ 市民競技場に全天候型走路を一部整備し、倉庫・トイレの改築や本部棟改修工事を実施し、

スポーツに親しめる環境づくりができた。 

◎ 文化施設が充実し、郷土の自然や歴史、文化・芸術に親しむ環境が整っている。 

【積み残し（継続）課題】 

▼ 学力面では、児童生徒の基礎的・基本的な知識及び技能については概ね全国平均となってい

るが、思考力・判断力・表現力等には弱さが見られる。また、学習意欲についても弱さが見

られる。 

▼ コロナ禍により文化芸術活動の低下が避けられず、アフターコロナに向けた活動の活性化支

援が必要。 

▼ 市民公園文化施設設の老朽化が進んでおり、収蔵スペースの不足が危惧される。 

 

 

基本方針６ 

市民と行政で創造する夢の 

あるまち ～新たなまちづくり～ 

指標評価 
進捗状況

評価 

４９ ８２ 

施策 
指標達成

度評価 

進捗達成

度評価 

協働のまちづくり 30 83 

情報共有 30 82 

行財政運営 82 83 

人権尊重社会 55 80 

【これまでの成果】 

◎ 次代のまちづくりの担い手となる若者がまちづくり活動へ積極 

的に参加する仕組みとしてのプロジェクトチームが結成されている。 

◎ 事務事業の見直しや、業務効率化を図りながら、行政改革に積極的に取り組んでいる。財政

健全化比率からみても、計画的で健全な財政運営が行われている。 

【積み残し（継続）課題】 

▼ 地域懇談会等について、子育て世帯など若い世代の方に多く参加していただき意見を伺う必

要がある。 

▼ 民間活力の活用のためのノウハウが不足している。また、業務の広域化等も視野に入れ、ス

ムーズな運営と住民サービスの向上に取り組む必要がある。 

▼ より多くの市民が、人権や男女平等参画について関心が持てるよう、令和３年度に策定した

「第２次瑞浪市人権施策推進指針」に基づいた事業の周知が必要。 

  

  ：順調   ：概ね順調   ：一部順調でない   ：あまり順調でない 

  ：順調   ：概ね順調   ：一部順調でない   ：あまり順調でない 

基本方針５

就学前教育

・学校教育社会教育

生涯スポーツ

文化・芸術・

文化財

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

指標評価

（点）

進
捗
状
況
評
価

基本方針６

行財政改革
情報共有

協働のまちづくり

人権尊重社会

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

指標評価

（点）

進
捗
状
況
評
価



9 

 

まちづくりの重点方針 

（３プラス１） 

指標評価 
進捗状況

評価 

３４ ８２ 

重点方針 
指標達成

度評価 

進捗達成

度評価 

魅力的な暮らしを創造する 45 85 

快適な暮らしを実感する 30 82 

元気な暮らしを応援する 30 80 

プラス１）協働の夢づくり 30 80 

【これまでの成果】 

◎ 市役所西分庁舎にまちづくりサポートセンター「夢サポ」を整備し、情報発信コーナー「夢

サポの広場」を設け、各地区のまちづくりに対する協働の体制を整備した。 

◎ 次代のまちづくりの担い手となる若者がまちづくり活動へ積極的に参加する仕組みとしての

プロジェクトチームが結成されている。 

【積み残し（継続）課題】 

▼ 子育て世帯など若い世代の方に多く意見を伺う機会を設ける必要がある。 

▼ まちづくりの中心として活動している人たちが、高齢化している。継続的にまちづくりを進

めるためには、若い世代の参画が必要である。 

▼ コロナ禍の影響で活動を見送ることが多かったことから、こうした状況下においても連携を

密にできる体制づくりが必要とされる。 

  

  ：順調   ：概ね順調   ：一部順調でない   ：あまり順調でない 
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４ 施策別進捗状況評価 

基本方針１ みんなで支え合い健やかに暮らせるまち ～健康福祉～ 

施策１ 地域福祉・社会保障 

１．評価指標の達成度 [   達成    順調    一部順調でない    あまり順調でない  ] 

指標名 単
位 

基準 
Ｈ26 

年度 

Ｈ27 

年度 

Ｈ28 

年度 

Ｈ29 

年度 

Ｈ30 

年度 

Ｈ31(R1) 

年度 

Ｒ２ 

年度 

Ｒ３ 

年度 

目標 

(Ｒ５) 
評価 

福祉ボランティアグループの数 
数 

17 16 17 18 18 18 18 18 18 23 

 
社会福祉協議会ボランティア連絡協議会加盟団体数 H24 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕 〔→〕 〔→〕 〔→〕 〔→〕 〔→〕  

国民健康保険料収納率（現年度分） 
％ 

95.4※ 95.9※ 96.1※ 96.4※ 96.4※ 96.3※ 96.8※ 97.2※ 97.2※ 97.0 

 
国民健康保険現年保険料の収納率 H24 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔→〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕 〔→〕  

地域の支え合いや社会保障が充
実しており、安心して暮らせる
まちだと思う市民の割合 ％ 

67.6 69.8 59.6 70.4 68.3 70.3 70.4 69.5 69.6 72.0 

 「瑞浪市は、地域の支え合いや社会保障が充実しており、

安心して暮らせるまちだと思いますか」の設問に対し、「そ

う思う」、「どちらかといえばそう思う」と回答した市民の割合 
H25 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕  

           平均点 53 

※小数点第二位を四捨五入した数値。 

 

 

２．主な事業の進捗状況 

事業名 
進捗状況 

進捗状況等の説明 担当課 評価 
未着手 着手 順調 達成 

福祉まつり等開催事業 
    

福祉まつりを通じ、世代間交流や各種団体との交

流を促進しました。 
社会福祉課 80 

地域見守り体制確立事業 

    

行政、民生委員、NPO、地域などに加え、事業者

による「さりげない」見守りも行っています。 

また、児童遊園地は市内に３３か所設置され、子

ども食堂は１か所実施されています。 

社会福祉課 

子育て支援課 
80 

福祉ボランティア活動 

支援事業     

社会福祉協議会と連携し、ボランティア連携協議

会のＰＲ活動や支援を行いました。 
社会福祉課 80 

国民健康保険事業 

    

早期の納付催告の実施及び財産調査・差押等の収

納対策を積極的に取り組み、国民健康保険料収納

率は、平成 24 年度と比較し、1.8 ポイントプラス

となりました。 

また、県と連携し、国民健康保険の健全な運営及び

制度の円滑な推進に努めています。 

保険年金課 80 

後期高齢者医療事業 

    

保険料・医療費（自己負担額）の軽減に必要な申請

等を随時勧奨し、適正にサービスが利用できるよ

う努めました。 

また、岐阜県後期高齢者医療広域連合と連携し、現

行制度の円滑かつ安定的な運営に努めています。 

保険年金課 80 

国民年金法定受託事業 
    

国民年金制度の周知活動、年金未加入者の加入促

進と年金保険料の未納防止に努めています。 
保険年金課 80 

生活保護制度実施事業

（前期計画のみ）     

各地区において自治会、民生委員・児童委員、福祉

委員等による話し合いの機会を持ち、情報を共有

するネットワークの構築に努めました。 

社会福祉課 80 

生活保護事業 

（後期計画のみ）     

生活保護法に基づき適正に制度を実施していま

す。 
社会福祉課 80 

生活困窮者自立支援事業

（後期計画のみ）     
生活困窮者の支援が適正に行われています。 社会福祉課 80 

総合相談窓口設置事業

（後期計画のみ）     
各分野毎の包括的な相談体制を設置しました。 社会福祉課 80 

      平均点 80 
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施策２ 健康・医療 

１．評価指標の達成度 [   達成    順調    一部順調でない    あまり順調でない  ] 

指標名 単
位 

基準 
Ｈ26 

年度 

Ｈ27 

年度 

Ｈ28 

年度 

Ｈ29 

年度 

Ｈ30 

年度 

Ｈ31(R1) 

年度 

Ｒ２ 

年度 

Ｒ３ 

年度 

目標 

(Ｒ５) 
評価 

規則正しい生活を送る幼児の割合

（3歳児健康診査時点） ％ 
22.4 10.5 17.0 17.1 14.2 14.3 15.6 14.3 15.0 30.0 

 3歳児健診受診者のうち、朝 7時までに起床し、夜 9時ま

でに就寝している児の割合 H24 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕  

公共的施設の施設内禁煙率※ 

（地区集会所含む） ％ 
63.4 ― ― 78.2 ― ― ― 100.0 100.0 100.0 

 施設内・敷地内禁煙をしている公民館数を足した数を、市

内 121公民館で除した値 H24 ― ― 〔↗〕 ― ― ― 〔↗〕 〔→〕  

国民健康保険特定健康診査受診率 
％ 

31.3 33.4 34.5 33.4 33.0 33.6 35.3 33.6 36.6 60.0 

 
40歳～74歳の国保加入者中、特定健康診査を受診した

方の割合 H24 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕  

日頃から健康づくりを実践して

いる市民の割合 ％ 
56.1 56.5 55.4 61.8 65.4 60.2 55.7 55.9 53.7 70.0 

 「あなたは、日頃から健康づくりを実践していますか」の設

問に対し、「はい」と回答した市民の割合 H25 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕  

           平均点 48 
 

２．主な事業の進捗状況 

事業名 
進捗状況 

進捗状況等の説明 担当課 評価 
未着手 着手 順調 達成 

母子保健指導事業 

    

４ヵ月児健診から３歳児健診までの保健事業にお

いて、成長段階に応じて継続的に繰り返し保健指

導を展開しました。 

また、子どもの健やかな発育発達を促すために

日々自己研鑽し、市民に対してわかりやすい媒体

を作成し、教育、相談事業を実施しました。 

健康づくり課 80 

母子教育事業 

    

健康づくり計画「みずなみ健康 21」に沿って事業

展開しました。 

また、望ましい育児ができるよう正しい育児知識

の普及・育児支援を行いました。 

健康づくり課 80 

みずなみ健康21事業 

（前期計画のみ）     

健康づくり計画「みずなみ健康 21」に沿って事業

展開しました。 
健康づくり課 80 

みずなみ健康21推進事業

（後期計画のみ） 
    

健康課題の解決には長い時間がかかりますが、健

診結果から自分自身の身体の状況を知ることで、

おのずと生活習慣改善につながることが多いた

め、訪問や結果説明会などの健診事後指導、若い

世代の健診の推進に努めました。 

健康づくり課 80 

スポーツ推進員活動事業 

    

健康づくり計画「みずなみ健康 21」に沿って事業

展開しました。 

また、市民が健康づくりに取り組めるよう自宅で

できる健康体操動画を作成し、ホームページに掲

載しました。 

スポーツ文化

課 
80 

健康管理指導事業 
    

特定保健指導等により生活習慣病の発症予防・重

症化予防に取り組みました。 

保険年金課、

健康づくり課 
80 

健康診査事業 

    

特定健診の結果、糖尿病や腎疾患等の恐れのある

ハイリスク者に対し、個別で重症化予防も含めた

保健指導を実施しました。 

また、がん検診等を実施し、疾病の早期発見・早

期治療につなげました。 

健康づくり課 80 

予防接種事業 

    

乳幼児の定期予防接種においては水痘・B型肝炎

予防接種を開始しました。また、高齢者の予防接

種も実施しました。 

さらに、定期予防接種等を実施し、感染症予防に

努めました。 

健康づくり課 80 

新規定住者健康管理事業

（前期計画のみ）     

転入者に対して、生活習慣病発症予防に関する健

診費用の助成を行いました。 
健康づくり課 100 

東濃地域医師確保奨学

基金負担事業     

東濃西部広域行政事務組合の東濃地域医師確保奨

学資金等貸付制度により東濃厚生病院の医師確保

に努めました。 

新規の奨学金貸付者があること、昨年度から医師

健康づくり課 80 
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事業名 
進捗状況 

進捗状況等の説明 担当課 評価 
未着手 着手 順調 達成 

として勤務し始めた者もいます。 

公的救急病院運営補助

事業     

24時間 365日医療提供しています。 

救急医療体制が確保されています。 
健康づくり課 80 

土岐市及び瑞浪市休日急

病診療所組合負担事業     

夜間在宅当番、病院群輪番制により休日、夜間の救

急医療体制を確保しています。 
健康づくり課 80 

      平均点 82 
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施策３ 子育て支援 

１．評価指標の達成度 [   達成    順調    一部順調でない    あまり順調でない  ] 

指標名 単
位 

基準 
Ｈ26 

年度 

Ｈ27 

年度 

Ｈ28 

年度 

Ｈ29 

年度 

Ｈ30 

年度 

Ｈ31(R1) 

年度 

Ｒ２ 

年度 

Ｒ３ 

年度 

目標 

(Ｒ５) 
評価 

合計特殊出生率 
人 

1.47 1.34 1.41 1.51 1.25 1.45 1.19 1.37 ―※ 1.54 

 
統計データ（実績算出には１年以上かかる） H24 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕   

地域子育て支援センター利用者

数（年間延人数） 人 
20,121 21,106 25,148 21,936 25,182 22,496 19,231 11,649 11,987 26,000 

 地域子育て支援センター利用者数（年間延人数） H24 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↗〕  

ファミリー・サポート・センタ

ーサポート会員数 人 
53 49 52 34 37 36 19 12 11 54 

 ファミリー・サポート・センターサポート会員数 H24 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↘〕  

子どもを産み育てやすいまちだ

と思う市民の割合 
％ 

63.7 64.0 60.5 64.4 68.0 66.7 69.2 64.7 63.2 70.0 

 
「瑞浪市は、子どもを産み育てやすいまちだと思いますか」

の設問に対し、「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」と回

答した市民の割合 
H25 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↘〕  

           平均点 30 
※実績の算出には１年以上かかるため「―」としている。 

 

２．主な事業の進捗状況 

事業名 
進捗状況 

進捗状況等の説明 担当課 評価 
未着手 着手 順調 達成 

地域子育て支援センター

事業 
    

育児相談・育児サロン・親子教室などを実施し、

育児についての相談、子育てに対する情報提供を

行いました。 

また、子育て支援センターにおいて子育てに関す

る相談、助言、情報提供を行っています。 

子育て支援課 80 

児童館管理運営事業 

    

各児童館において制作遊びや集団遊び、運動遊び

を通した児童の健全育成、親子教室や子育て講座

による子育て支援を実施しました。 

市内に４館あり、指定管理により運営を行ってい

ます。 

子育て支援課 80 

乳幼児保育事業 

（前期計画のみ）     

幼稚園児と保育園児が同じ園の中で就学前の教育

と保育の両方の良さを総合的に取り入れたシステ

ムを公立 8園で実施しました。 

子育て支援課 100 

児童手当給付事業 
    

子育て家庭における生活の安定や、児童の健全な

成長を促すため、児童手当の支給を行いました。 

国の制度に基づき事業を実施しています。 

子育て支援課 80 

福祉医療費助成事業

（乳幼児等）     

小学校入学前の乳幼児と小学生・中学生を対象に、

医療費の助成を行っています。 
保険年金課 80 

給食主食費無料事業 
    

３才以上の市内在住園児の給食主食費を無料とし

ています。 
子育て支援課 80 

放課後児童クラブ支援

事業 
    

子育てと仕事の両立を支援するため放課後児童ク

ラブ事業の支援を行いました。 

市内７小学校区のうち、２小学校区が未設置、その

他の学校区において６施設（７支援）が設置済みで

す。 

子育て支援課 80 

ファミリー・サポート・セン

ター事業 
    

地域で子育てを支え合うネットワークを構築する

ため、広報活動を通してファミリー・サポート・セ

ンター事業の PRを行いました。 

また、地域社会における助け合いによる子育てを

行っています。 

子育て支援課 80 

病後児保育事業 
    

病児・病後児の保育を行っています。 健康づくり課 80 

一時預かり事業 

（後期計画のみ）     

一時預かり事業を市内の私立保育園２園で行って

います。 
子育て支援課 80 

子育て短期支援事業

（後期計画のみ）     

毎年度、２施設と委託契約を行い受け入れ態勢を整

えていますが、現時点で利用件数は０件です。 
子育て支援課 60 
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事業名 
進捗状況 

進捗状況等の説明 担当課 評価 
未着手 着手 順調 達成 

１か月児健康診査等助

成事業（後期計画のみ）     

1か月児健康診査料（上限 5,000円）及び聴覚検査

料（上限 1,500円）の助成を行っています。 
健康づくり課 80 

子ども発達支援センター

運営事業     

療育支援及び放課後等デイサービスのほか、園訪

問等も行っています。 
子育て支援課 80 

早期療育支援事業 

    

発達に課題があり支援が必要な子どもの早期発見、早

期支援を行い、療育に関わる関係機関と連携を図りな

がら途切れのない支援体制を構築に努めました。 

また、臨床心理士による園・小学校・中学校への巡回

相談を行っています。 

子育て支援課 80 

児童扶養手当給付事業 

    

父母の離婚などで、父または母と一緒に暮らしていな

いひとり親家庭の生活の安定と自立を助け、児童の福

祉の増進を図るため児童扶養手当の支給を行いまし

た。 

国の制度に基づき事業を実施しています。 

子育て支援課 80 

家庭児童相談事業 
    

支援を必要とする子育て世帯等に対し、相談支援

を行っています。 
子育て支援課 80 

福祉医療費助成事業

（ひとり親家庭等）     

母子家庭等及び父子家庭を対象に、医療費の助成

を行っています。 
保険年金課 80 

      平均点 80 
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施策４ 障がい者福祉 

１．評価指標の達成度 [   達成    順調    一部順調でない    あまり順調でない  ] 

指標名 単
位 

基準 
Ｈ26 

年度 

Ｈ27 

年度 

Ｈ28 

年度 

Ｈ29 

年度 

Ｈ30 

年度 

Ｈ31(R1) 

年度 

Ｒ２ 

年度 

Ｒ３ 

年度 

目標 

(Ｒ５) 
評価 

就労支援事業の通所定員 
人 

40 60 60 60 60 90 87 87 110 95 

 
市内で事業を行う就労系障害福祉サービスの通所定員 H24 〔↗〕 〔→〕 〔→〕 〔→〕 〔↗〕 〔↘〕 〔→〕 〔↗〕  

障がい者の就労系サービス利用

者数（月平均） 人 
48 69 75 86 86 90 98 104 111 106 

 就労移行支援、就労継続支援Ａ型・Ｂ型利用者数（１か月

当たり） H24 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔→〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕  

短期入所利用者数（月平均） 
人 

14 14 12 11 12 16 19 11 10 20 

 
短期入所利用者数（月平均） H24 〔→〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↘〕  

相談支援事業利用件数（年間延

件数）（前期計画のみ） 件 
388 1,161 1,124 1,151 ― ― ― ― ― 500 

 東濃５市で委託する障害者相談支援事業所への相談延

べ件数 H24 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 ― ― ― ― ―  

障がい者やその家族が安心して暮

らせるまちだと思う市民の割合 
％ 

58.0 52.6 50.1 56.0 68.0 56.9 55.7 55.4 57.3 70.0 

 
「瑞浪市は、障がい者やその家族が安心して暮らせるまち

だと思いますか」の設問に対し「そう思う」、「どちらかといえ

ばそう思う」と回答した市民の割合 
H25 〔↘〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↗〕  

           平均点 72 
 

 

２．主な事業の進捗状況 

事業名 
進捗状況 

進捗状況等の説明 担当課 評価 
未着手 着手 順調 達成 

障がい者相談員活動 

事業（前期計画のみ）     

身近な地域において当事者や家族の目線に立った

相談支援の役割を担っています。 
社会福祉課 80 

障害者自立支援給付 

事業     

相談支援事業所との連携を図り、ケース会議や計

画内容の確認を行いながら、利用者の障がいの特

性に応じた適切なサービスが提供できるよう努め

ています。 

介護給付費、訓練等給付費、計画相談支援給付費な

ど障害福祉サービス費用を給付しています。 

社会福祉課 80 

障害者地域生活支援 

事業     

対象者の状況に応じて、日中一時支援、移動支

援、訪問入浴、手話通訳者の設置、日常生活用具

給付等を行っています。 

また、障がい福祉のニーズが複雑多様化する中

で、基幹相談支援センターが中心となって相談支

援体制の強化を図っています。 

社会福祉課 80 

福祉医療費助成事業

（重度心身障がい者）     

身体障害者手帳（1 級から 4 級）、療育手帳、精神

保健福祉手帳、自立支援医療受給者証の所持者を

対象に、医療費助成を行っています。 

保険年金課 80 

障害者成年後見制度運

営事業     

成年後見制度運営を委託し、申立事務や日常生活

の支援、権利擁護出張相談、広報啓発活動により制

度の円滑な実施と利用促進を図りました。 

引き続き、関係機関と連携し、制度の利用促進を進

めていきます。 

社会福祉課 80 

障害者いきいき住宅改善

助成事業     

申請に基づき、障がい者住宅改善助成事業を実施

しています。 

必要な支援ができるように体制を整えています。 

社会福祉課 80 

      平均点 80 
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施策５ 高齢者福祉・介護 

１．評価指標の達成度 [   達成    順調    一部順調でない    あまり順調でない  ] 

指標名 単
位 

基準 
Ｈ26 

年度 

Ｈ27 

年度 

Ｈ28 

年度 

Ｈ29 

年度 

Ｈ30 

年度 

Ｈ31(R1) 

年度 

Ｒ２ 

年度 

Ｒ３ 

年度 

目標 

(Ｒ５) 
評価 

認知症サポーター養成講座受講

者数（延人数） 人 
2,164 2,475 2,918 3,287 3,754 4,025 4,385 4,450 4,633 4,500 

 認知症サポーター養成講座受講者数（延人数） H24 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕  

シルバー人材センター就業者数

（延人数） 人 
26,598 23,799 25,339 24,904 25,633 25,802 24,360 19,901 18,402 27,000 

 シルバー人材センター事業報告書 H24 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↘〕  

65 歳～74歳の介護認定率 
％ 

2.6 2.4 2.3 2.2 2.5 2.6 2.8 2.8 2.8 2.3 

 
65歳～74歳の認定者数/65歳～74歳人口 H24 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↘〕 〔→〕 〔→〕  

介護予防教室の開催回数（年間） 
回 

104 243 341 321 322 312 137 112 128 350 

 
市及び地域包括支援センターが開催する介護予防教室

の回数 H24 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↗〕  

高齢者が地域で元気に暮らせる

まちだと思う市民の割合 
％ 

66.0 64.3 59.4 63.7 61.3 63.3 64.3 66.2 64.8 70.0 

 
「瑞浪市は、高齢者が地域で元気に暮らせるまちだと思い

ますか」の設問に対し、「そう思う」、「どちらかといえばそう

思う」と回答した市民の割合 
H25 〔↘〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕  

           平均点 44 
 

 

２．主な事業の進捗状況 

事業名 
進捗状況 

進捗状況等の説明 担当課 評価 
未着手 着手 順調 達成 

在宅医療連携推進事業 

（後期計画のみ）     

口腔ケア研修や市民講座等に加え、集合型研修の

実施により、多職種の顔の見える関係性の構築を

図っています。 

高齢福祉課 60 

地域ケア会議開催事業 

    

介護支援専門員の資質向上と高齢者の要介護状態

への移行防止を目的とした介護予防支援会議を開

催しました。その他個別ケース会議を通じ、関係

機関との連携を強化することができました。 

高齢福祉課 80 

介護予防普及啓発事業 

（後期計画のみ）     

参加者が介護予防事業への参加をきっかけとし

て、自主的に介護予防活動に取り組むことを目指

し事業を行っています。 

高齢福祉課 80 

認知症総合支援事業 

（後期計画のみ）     

認知症地域支援推進員と連携し、認知症の啓発活

動や相談事業を行い、認知症予防の推進を図って

います。 

高齢福祉課 80 

配食サービス事業 

    

健康不安を抱える高齢者等に対し、昼食の弁当配

達と安否確認を行い、可能な限り在宅で生活を続

けられるよう支援を行いました。 

高齢福祉課 80 

高齢者安心支え合い事業

（後期計画のみ）     

ささエール会員は令和 3年度末時点で 39名で、

今後も会員を増やしていく必要があります。 
高齢福祉課 80 

高齢者運転免許証自主

返納支援事業 

（後期計画のみ） 
    

公安委員会や生活安全課と連携し、運転免許証自

主返納の出張窓口などで PRを実施しました。 
商工課 80 

認知症相談事業 

（前期計画のみ）     

もの忘れ相談や権利擁護相談を開催し、高齢者や

その家族の不安解消などに取り組むとともに、

様々な相談に対応できるよう相談体制の充実を図

りました。 

高齢福祉課 80 

老人クラブ活動助成事業 

（前期計画のみ）     

瑞浪市長寿クラブ連合会及び単位クラブに対して

補助金を交付し、活動を支援しました。また、長寿

クラブ連合会に対し、見守り事業を委託しました。 

高齢福祉課 80 

長寿クラブ活動支援事業

（後期計画のみ）     

瑞浪市長寿クラブ連合会及び単位クラブに対して

補助金を交付し、活動を支援しています。長寿クラ

ブの各種の活動により、高齢者の社会参加、生きが

いづくりが行われています。 

高齢福祉課 80 

シルバー人材センター補

助事業（後期計画のみ）     

シルバー人材センターへ補助を行い、高齢者の就

労機会の確保に努めることで、高齢者の社会参加

への支援を行っています。 

高齢福祉課 80 
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事業名 
進捗状況 

進捗状況等の説明 担当課 評価 
未着手 着手 順調 達成 

生涯学習推進事業 

    

寿大学に対し、魅力ある学習機会の提供及び参加

促進など周知啓発に努めました。 

また、全戸配布する講座等情報紹介冊子内に高齢

者学級の情報も掲載し、参加促進を図りました。 

社会教育課 80 

高年齢者就業機会確保

事業（前期計画のみ）     

瑞浪市シルバー人材センターに補助金を交付し、

活動を支援しました。 
高齢福祉課 80 

脳の健康教室開催事業

（前期計画のみ）     

読み書き計算などの学習やコミュニケーション、

二重課題運動を通じて、脳の活性化を図る教室を

開催しました。 

高齢福祉課 80 

からだづくり教室開催事業

（前期計画のみ）     

高齢者が徒歩でも行きやすい地域の公民館での開

催や、プールやジムを利用した教室、理学療法士に

よる教室など、ニーズに合わせた教室を開催しま

した。 

高齢福祉課 80 

介護給付費等適正化事業 
    

介護給付適性化総合支援システムを活用し、認定

状況と給付実績を突合し、不適切な給付の有無に

ついてチェックを行いました。 

高齢福祉課 80 

老人保健福祉計画・介護

保険事業計画策定事業

（前期計画のみ） 
    

平成 30年度から令和 2年度までの第 7期高齢者福

祉・介護保険に関する計画を策定しました。 
高齢福祉課 100 

高齢者福祉計画・介護

保険事業計画策定事業

（後期計画のみ） 
    

令和 3 年度から令和 5 年度までの第 8 期高齢者福

祉・介護保険に関する計画を策定しました。令和 4

年度は、第 9 期計画に向けアンケート調査を実施

します。 

高齢福祉課 80 

居宅介護（介護予防） 

サービス事業     

毎月の利用状況やニーズを把握し、今後のサービ

ス提供量を検討しています。 
高齢福祉課 80 

地域密着型サービス事業 
    

毎月の利用状況やニーズを把握し、今後のサービ

ス提供量を検討しています。 
高齢福祉課 80 

      平均点 80 
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基本方針２ 安全・安心で人と地球にやさしいまち ～生活環境～ 

施策１ 循環型社会 

１．評価指標の達成度 [   達成    順調    一部順調でない    あまり順調でない  ] 

指標名 単
位 

基準 
Ｈ26 

年度 

Ｈ27 

年度 

Ｈ28 

年度 

Ｈ29 

年度 

Ｈ30 

年度 

Ｈ31(R1) 

年度 

Ｒ２ 

年度 

Ｒ３ 

年度 

目標 

(Ｒ５) 
評価 

可燃ごみの年間処理量 
t 

11,355 10,774 10,719 10,499 10,350 10,446 10,460 10,271 10,115 10,000 

 
事業系含む H24 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕  

不燃ごみの年間処理量 
t 

2,381 2,214 2,045 2,185 2,486 2,296 2,506 2,918 1,953 2,000 

 
事業系含む H24 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↗〕  

リサイクル率 
％ 

22.1 22.9 22.2 21.2 20.8 20.5 19.6 19.9 20.2 26.0 

 
家庭から排出されるごみ全体量に対する資源ごみの割合 H24 〔↗〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕  

ごみの４Ｒ活動に取り組んでい

る市民の割合 ％ 
77.0 75.1 67.9 76.4 77.6 68.6 72.5 79.9 78.2 81.0 

 「あなたは、ごみの４Ｒ活動に取り組んでいますか」の設問

に対し、「はい」と回答した市民の割合 H25 〔↘〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕  

           平均点 60 
 

 

２．主な事業の進捗状況 

事業名 
進捗状況 

進捗状況等の説明 担当課 評価 
未着手 着手 順調 達成 

可燃ごみ処理施設管理

事業（前期計画のみ）     

可燃ごみ及び不燃ごみ処理施設を適切に管理・運

営し、ごみを安定的かつ安全に処分しました。 
環境課 80 

可燃物焼却施設管理事業

（後期計画のみ）     
施設の適切な管理を実施しました。 環境課 80 

不燃物最終処分場管理

事業     

最終処分場では手選別による分別などを行い、埋

立処分量を削減しました。 

また、施設の適切な管理を実施した。 

環境課 80 

可燃物焼却処理施設整

備事業（後期計画のみ）     
施設の適切な整備を実施しました。 環境課 80 

不燃物最終処分場長寿

命化事業（後期計画のみ）     
長寿命化を図るため、施策を実施しました。 環境課 80 

可燃ごみ処理施設整備

事業（前期計画のみ）     

瑞浪市クリーンセンター整備計画に基づき炉の修

繕等を行いました。 
環境課 80 

不燃物最終処分場調査

選定事業（前期計画のみ）     

建設地選定については、現在の処理場の残余年数

の調査を行った結果、現処分場の長寿命化を図る

こととしました。 

環境課 80 

分別・収集・運搬体制整

備事業     

小型家電リサイクル専用ボックスが設置してある

ことを PRし、回収率の向上を図りました。 

また、分別・収集・運搬体制の整備を適切に実施し

ました。 

環境課 80 

出前講座開催事業 
    

出前講座を適切に開催しました。 環境課 80 

      平均点 80 
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施策２ 環境保全・エネルギー 

１．評価指標の達成度 [   達成    順調    一部順調でない    あまり順調でない  ] 

指標名 単
位 

基準 
Ｈ26 

年度 

Ｈ27 

年度 

Ｈ28 

年度 

Ｈ29 

年度 

Ｈ30 

年度 

Ｈ31(R1) 

年度 

Ｒ２ 

年度 

Ｒ３ 

年度 

目標 

(Ｒ５) 
評価 

環境学習実施回数 
回 

7 10 14 10 9 11 10 0 1 14 

 
市内小学校等における環境学習の実施回数 H24 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↗〕  

公共施設における CO2 削減率 
％ 

― △4.0 5.4 3.4 △2.7 1.5 15.2 21.7 23.1 6.3 

 
平成 25年度を基準にした市役所で排出される二酸化炭

素削減割合 H24 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕  

太陽光発電システム設置数（累計） 

（前期計画のみ） 件 
372 584 666 720 ― ― ― ― ― 1,300 

 市内一般住宅、事業所、集会所への太陽光発電システム

設置件数 H24 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 ― ― ― ― ―  

省エネルギー・新エネルギーへの

取り組みをしている市民の割合 ％ 
53.1 54.6 45.7 50.0 51.2 49.0 47.8 49.7 47.0 60.0 

 「あなたは、省エネルギー・新エネルギーへの取り組みをし

ていますか」の設問に対し、「はい」と回答した市民の割合 H25 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕  

           平均点 48 
 

 

２．主な事業の進捗状況 

事業名 
進捗状況 

進捗状況等の説明 担当課 評価 
未着手 着手 順調 達成 

環境フェアみずなみ開催

事業 

    

子どもをターゲットとした工作コーナーを充実さ

せました。また、児童館とのコラボ企画「赤ちゃ

んハイハイ大運動会」や動物愛護センターとのコ

ラボ企画「ペットの適正飼育相談コーナー」を新

設し、幅広い年齢層の集客を図りました。 

また、健康まつりと同時開催することで、来場者

数の向上を図り、展示内容も随時見直しを行いま

す。 

環境課 80 

環境学習開催事業 

（前期計画のみ） 
    

カワゲラウォッチングに参加する小学校を 2校か

ら 3校に増やし、環境学習機会の提供に努めまし

た。環境フェアでの発表の場を設けることで、環

境情報の発信を行うとともに市民の環境意識の向

上を図りました。 

環境課 80 

環境出前講座開催事業 

     

講座の実施により環境についての啓発を行い、住

民自らが現状と課題を把握する契機としました。 
環境課 80 

省エネルギー啓発事業 

（前期計画のみ） 

    

瑞浪市節電・省エネ・新エネ推進会議を開催し、

全職員に節電や省エネを呼びかけました。本庁舎

等の節電やクールビズを実施し、二酸化炭素の排

出量削減に努めました。また、広報等により、夏

季・冬季の電力安定供給のために、節電を呼びか

けました。 

環境課 80 

新エネルギー利用促進事業

（前期計画のみ）     

太陽光発電システム設置費補助金制度により、自

然エネルギーの利用を支持しました。また、補助

金制度を見直し、申請者の負担を軽減するよう要

綱を改正しました。 

環境課 80 

エネルギー利用最適化

事業（後期計画のみ）     

再生可能エネルギーの利用促進は、温室効果ガス

である二酸化炭素排出量削減に寄与しています。 
環境課 80 

公害対策事業 
    

騒音測定、臭気測定を行っています。 環境課 80 

環境美化監視事業 
    

環境美化監視員により市内全域の監視を行ってい

ます。 
環境課 80 

環境対策推進事業 
    

市内全域で定期的なパトロールを行っています。 環境課 80 

生物多様性保全事業

（後期計画のみ）     
特定外来生物の駆除を定期的に行っています。 環境課 80 

      平均点 80   
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施策３ 公共交通 

１．評価指標の達成度 [   達成    順調    一部順調でない    あまり順調でない  ] 

指標名 単
位 

基準 
Ｈ26 

年度 

Ｈ27 

年度 

Ｈ28 

年度 

Ｈ29 

年度 

Ｈ30 

年度 

Ｈ31(R1) 

年度 

Ｒ２ 

年度 

Ｒ３ 

年度 

目標 

(Ｒ５) 
評価 

コミュニティバス年間利用者数 
人 

104,148 96,781 91,723 84,416 75,740 77,399 77,825 62,717 60,780 80,000 

 
瑞浪市コミュニティバス年間利用者数（年） H24 〔↘〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↘〕  

デマンド型交通年間利用者数

（後期計画のみ） 人 
― ― ― 647 1,944 3,072 2,535 1,957 2,009 4,500 

  H24 ― ― ― 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↗〕  

利用しやすい公共交通が整って

いるまちだと思う市民の割合 
％ 

41.4 34.1 32.1 36.3 38.4 33.3 27.5 30.5 31.3 47.0 

 
「瑞浪市は、利用しやすい公共交通が整っているまちだと

思いますか」の設問に対し、「そう思う」、「どちらかといえば

そう思う」と回答した市民の割合 
H25 〔↘〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕  

           平均点 30 

 

 

２．主な事業の進捗状況 

事業名 
進捗状況 

進捗状況等の説明 担当課 評価 
未着手 着手 順調 達成 

バス路線維持対策事業

（前期計画のみ）     

自治会要望、利用者アンケートを通して要望をと

りまとめ、次年度の運行内容に反映しています。 
商工課 80 

コミュニティバス運行事

業（後期計画のみ）     

プロポーザルにより事業者を選定し事業を実施し

ました。 
商工課 80 

コミュニティバス運行再

編検討事業 

    

公共交通事業者、道路管理者、警察、利用者、学

識経験者等で構成する地域公共交通会議におい

て、総合的かつ一体的な公共交通のあり方を検証

しながら、運行内容の変更等について協議してい

ます。 

また、令和 5年度「瑞浪市地域公共交通計画」の

策定に向け、市内各地区の課題の精査を行ってい

ます。 

商工課 80 

地域公共交通対策事業 

    

公共交通の利便性の向上のため、平成 28年 10月

から日吉地区・明世地区・大湫地区において、平

成 29年 4月から釜戸地区において、デマンド交

通を導入しました。 

また、大湫地区へのデマンド交通導入に伴い、

「コミバス大湫」を廃止したため、平成 28年度

で当該事業を完了しました。 

商工課 100 

デマンド型交通運行事業

（後期計画のみ）     

プロポーザルにより事業者を選定し事業を実施し

ました。 
商工課 80 

高齢者運転免許証自主

返納支援事業 

（公共交通の利用支援） 

（後期計画のみ） 

    

公安委員会や生活安全課と連携し、運転免許証自

主返納の出張窓口などで PRを実施しました。 
商工課 80 

釜戸駅乗車券販売委託

事業（前期計画のみ）     

地域に密着した公共交通とするため、釜戸町まち

づくり推進協議会に釜戸駅の乗車券等販売業務を

委託しています。 

商工課 80 

      平均点 83 
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施策４ 消防・防災 

１．評価指標の達成度 [   達成    順調    一部順調でない    あまり順調でない  ] 

指標名 単
位 

基準 
Ｈ26 

年度 

Ｈ27 

年度 

Ｈ28 

年度 

Ｈ29 

年度 

Ｈ30 

年度 

Ｈ31(R1) 

年度 

Ｒ２ 

年度 

Ｒ３ 

年度 

目標 

(Ｒ５) 
評価 

絆メール有効登録者数 
人 

3,904 5,154 5,630 6,031 6,724 7,598 7,118 8,428 8,261 8,300 

 
絆メール登録者数（市公式ＬＩＮＥ登録者数を含む） H24 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕  

防災リーダー・防災士数※１ 
人 

62 123 142 156 184 199 228 253 271 300 

 
防災士の資格取得者または防災リーダーを 300人養成す

る（50世帯に 1人、各区組に 2人以上） H24 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕  

防災訓練参加者数（前期計画のみ）※２ 
人 

8,552 7,570 8,813 8,023 ― ― ― ― ― 9,000 

 
防災訓練参加者数 人/年 H24 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕 ― ― ― ― ―  

防災訓練実施回数（後期計画のみ）※２ 
人 

― ― ― 47 49 37 36 17 28 50 

 
自治会、自主防災組織、学校等を含む防災訓練の実施回

数 H24 ― ― ― 〔↗〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↗〕  

住宅用火災警報器設置率 
％ 

72.4 81.0 78.3 79.3 79.4 80.0 80.0 80.0 81.4 85.0 

 
「あなたは、住宅用火災警報器を設置していますか」の設

問に対し、「はい」と回答した市民の割合 H24 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔→〕 〔→〕 〔↗〕  

消防団員数(充足率） 
％ 

94.9 94.3 91.1 89.9 88.7 86.6 86.6 81.0 80.6 100.0 

 
実員/定員 H24 〔↘〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↘〕 〔→〕 〔↘〕 〔↘〕  

救命講習受講者数 
人 

2,207 2,383 3,130 1,924 2,288 2,156 2,096 278 664 2,500 

 
救命講習受講者数 人/年 H24 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↗〕  

災害・火災・急病などに対する

備えをしている市民の割合 ％ 
38.7 42.9 35.6 45.4 46.8 44.0 45.7 47.4 45.8 50.0 

 「あなたは、災害・火災・急病などに対する備えをしていま

すか」の設問に対し、「はい」と回答した市民の割合 H25 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕  

           平均点 56※２ 

※１‥‥前期計画では「地域防災リーダー（防災士資格取得者）数」。 

※２‥‥平均点の算出にあたっては、「防災訓練参加者数（前期計画のみ）」と「防災訓練実施回数（後期計画のみ）」を一つに捉えて算出。 

 

 

２．主な事業の進捗状況 

事業名 
進捗状況 

進捗状況等の説明 担当課 評価 
未着手 着手 順調 達成 

防災行政無線更新事業

（前期計画のみ）     

屋外の防災行政無線のデジタル化に向けて機器等

の更新を行い、令和 2年度に完了しました。ま

た、世帯、事業所に対して、防災ラジオを無償貸

与し、屋内への情報伝達体制を強化しました。 

生活安全課 100 

絆メール送信事業 

（前期計画のみ）     

気象警報や地震に関する情報など、防災情報の迅

速な情報提供に努めました。また、登録について

積極的に推進し、登録者数は現在 6,735名となっ

ています。 

生活安全課 80 

防災拠点整備事業 

（前期計画のみ）     

明賀台ふれあい公園、希望ヶ丘集会所に防災倉庫

を新設しました。また、市内 28箇所の防災倉庫

の備蓄品や資機材を整備しました。 

生活安全課 80 

防災情報発信事業 

（後期計画のみ）     

絆メール有効登録者数の目標値達成と、配信機能

を適切に維持管理できました。 
生活安全課 80 

防災設備等管理事業 

（後期計画のみ）     

防災行政無線や防災ラジオの保守が適切に行われ

ています。 
生活安全課 80 

防災資機材等整備事業

（後期計画のみ）     

備蓄用非常食の更新や新型コロナウイルス感染症

対策に必要な資機材が配備できています。 
生活安全課 80 

防災倉庫整備事業 

（後期計画のみ）     
瑞浪北中学校に防災倉庫を新規で整備しました。 生活安全課 100 

地域防災リーダー育成

支援事業     

令和 5 年度までに 300 人の防災リーダー・防災士

を養成することを目標とし、現在 271 名の防災リ

ーダー・防災士が養成されています。 

生活安全課 80 

防災団体活動支援事業 

    

みずなみ防災会が実施する防災活動等に対して交

付金を交付し、活動を支援しました。また、みずな

み防災会によって高齢者宅の家具転倒防止を実施

するなど、活発な活動がなされています。 

生活安全課 80 
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事業名 
進捗状況 

進捗状況等の説明 担当課 評価 
未着手 着手 順調 達成 

防災訓練実施事業 

（後期計画のみ）     

明世地区（H26）と稲津地区(H27)を対象とした総合

防災訓練を開催しました。H28年度からは、区や組

などの小規模単位で、地域の実情に即した内容で

訓練を実施し、地域の防災力の向上に努めました。 

生活安全課 80 

危険ブロック塀等撤去促

進事業（後期計画のみ）     

通学路等にあるブロック塀の所有者に対し、補助

金制度の説明及びチラシのポスティングを継続し

て行い、49箇所の撤去に補助金を交付しました。 

生活安全課 100 

防災講演会開催事業

（前期計画のみ）     

防災講演会を開催し、防災意識の向上や知識の普

及に努めました。 
生活安全課 80 

消防団員入団促進事業 

    

消防団活動に従事した学生団員に対する就職活動

を支援するため、瑞浪市学生消防団活動認証制度

を制定しました。 

また、各分団消防器具庫及び市主要施設に団員募

集の幟を設置しました。 

警防課 80 

消防団拠点施設建設 

事業 
    

地域防災力の要である消防団の組織力向上のた

め、消防団拠点施設（川折・公園・萩原）を建設し

ました。 

また、瑞浪市公共施設等総合管理計画に基づいて、

消防器具庫統廃合に着手しました。 

消防総務課 80 

消防車両・救急車両等

更新事業     

消防団に配備している消防車両及び小型動力ポン

プ並びに消防署に配備している災害対応特殊救急

自動車（高規格救急車）の更新を行いました。 

計画的に更新しています。 

警防課 80 

東濃地域消防機能広域

化事業（後期計画のみ）     

東濃 5 市による消防通信指令業務の共同運用につ

いて協議を再開しました。また、多治見市と「はし

ご自動車応援協定書」を締結しました。 

消防総務課 80 

救命講習普及啓発事業 

    

自治会、まちづくり推進組織、各学校関係者及び事

業所等に対して年間 2,500人の受講を目標にして、

各種救命講習を実施し、応急手当の普及啓発を行

いました。 

令和２年度以降、新型コロナウイルス感染症のた

め講習受講者が大幅に減り、当初の計画通りに受

講者数を増やすことができていません。 

警防課 80 

救急業務高度化推進 

事業 

    

恒常的な教育訓練に加え、医師指導の下における

実習や各種資格の取得を行うなど、応急処置の向

上と救急業務の高度化への対応に取り組みまし

た。 

救急救命士の資格について、計画通りに取得でき

ています。 

警防課 80 

      平均点 83 
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施策５ 防犯・交通安全 

１．評価指標の達成度 [   達成    順調    一部順調でない    あまり順調でない  ] 

指標名 単
位 

基準 
Ｈ26 

年度 

Ｈ27 

年度 

Ｈ28 

年度 

Ｈ29 

年度 

Ｈ30 

年度 

Ｈ31(R1) 

年度 

Ｒ２ 

年度 

Ｒ３ 

年度 

目標 

(Ｒ５) 
評価 

交通安全教室参加者の割合 
％ 

23.3 22.7 23.1 22.0 24.9 23.0 23.4 9.8 13.4 25.0 

 
交通安全教室（幼児・小学生・高齢者向け・高齢者家庭訪

問）に参加した人数の割合 H24 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕  

青色回転灯防犯パトロール実施

回数 回 
567 568 551 566 528 495 425 161 104 600 

 各地区での青パト実施回数 H24 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↘〕  

ＬＥＤ防犯灯設置率 
％ 

19.0 49.6 64.3 78.8 88.6 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 

 
防犯灯設置率 H24 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔→〕 〔→〕 〔→〕  

絆メール有効登録者数 
人 

3,904 5,154 5,630 6,031 6,724 7,598 7,118 8,428 8,261 8,300 

 
絆メール登録者数（市公式ＬＩＮＥ登録者数を含む） H24 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕  

犯罪や事故対策がしっかりとな
されていて、安全で安心なまち
だと思う市民の割合 ％ 

60.7 64.3 57.0 66.1 59.0 61.6 59.7 67.4 67.0 67.0 

 「瑞浪市は、犯罪や事故対策がしっかりとなされていて、

安全で安心なまちだと思いますか」の設問に対し、「そう思

う」、「どちらかといえばそう思う」と回答した市民の割合 
H25 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕  

           平均点 68 
 

 

２．主な事業の進捗状況 

事業名 
進捗状況 

進捗状況等の説明 担当課 評価 
未着手 着手 順調 達成 

防犯活動推進事業 

    

平成 29年度の青色防犯パトロール実施回数は 530

回でした。青色防犯パトロール講習会開催時に防

犯セミナーも同時に開催しました。 

各地域の青色防犯パトロールが積極的に行われて

います。 

生活安全課 80 

防犯灯設置事業 

    

平成 23年度より、既設の蛍光灯の防犯灯を順次

LED化し、地球温暖化防止、地元の負担軽減を推

進しています。平成 30年度に防犯灯の LED化が

完了しました。 

生活安全課 100 

防犯情報発信事業 

（後期計画のみ）     

絆メール有効登録者数の目標値達成と、配信機能

を適切に維持管理できました。 
生活安全課 80 

絆メール送信事業 

（前期計画のみ）     

市内で起きた犯罪や不審者情報など、防犯情報の

迅速な情報発信に努めました。また、登録につい

て積極的に推進し、登録者数は現在 6,735名とな

っています。 

生活安全課 80 

交通安全対策設備事業 

（前期計画のみ）     

道路反射鏡設置、道路カラー舗装、道路区画線引き

直し等、交通安全施設の整備を行いました。 
生活安全課 80 

交通安全対策施設整備

事業（後期計画のみ）     
交通安全施設の整備を行いました。 生活安全課 80 

交通安全教室事業 

    

平成 29 年度の交通安全教室に参加した人数は

9,513人で平成 29年 4月 1日現在の人口に占める

割合は 24.9％となりました。 

幼児園学校等の交通安全教室及び高齢者の交通安

全教室を実施しました。 

生活安全課 80 

まめなかな訪問事業（高齢

者対象）（前期計画のみ）     

平成 29年度の交通安全運動期間中に、75歳以上の

高齢者、435人に対してお宅を訪問し、交通安全・

防犯・詐欺対策の啓発を行いました。 

生活安全課 80 

高齢者運転免許証自主

返納支援事業 

（後期計画のみ） 
    

運転免許証自主返納出張窓口を設置し自主返納促

進に努めました。 
生活安全課 80 

      平均点 82 
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施策６ 市民生活 

１．評価指標の達成度 [   達成    順調    一部順調でない    あまり順調でない  ] 

指標名 単
位 

基準 
Ｈ26 

年度 

Ｈ27 

年度 

Ｈ28 

年度 

Ｈ29 

年度 

Ｈ30 

年度 

Ｈ31(R1) 

年度 

Ｒ２ 

年度 

Ｒ３ 

年度 

目標 

(Ｒ５) 
評価 

消費生活講座の参加者数 
人 

365 89 235 370 347 360 385 722 896 600 

 
消費生活講座の参加者数 H24 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕  

身近な困りごとを相談できる人

や場所がある市民の割合 ％ 
73.0 72.0 62.3 70.9 71.8 73.1 70.9 72.0 69.4 77.0 

 「あなたは、困りごとを相談できる人や場所がありますか」の設

問に対し、「はい」と回答した市民の割合 H25 〔↘〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕  

           平均点 65 

 

 

２．主な事業の進捗状況 

事業名 
進捗状況 

進捗状況等の説明 担当課 評価 
未着手 着手 順調 達成 

市民相談事業 

    

生活安全課内に市民相談室を設け、市民生活相談

員による相談体制の整備・充実を図りました。人

権擁護委員、行政相談委員、司法書士会、行政書

士会などによる相談業務に対し、相談場所の提供

と相談日の広報など協力支援を行いました。 

各専門相談員を通して市民からの相談に対し、迅

速かつ的確に専門の相談機関に案内することが出

来ています。 

生活安全課 80 

消費者啓発事業 

（前期計画のみ） 
    

市ホームページや広報紙などを活用し、消費生活

に関する情報提供や消費者教育に努めました。ま

た、福祉まつりにおいて、消費生活啓発ブースを

設置し、啓発チラシや啓発物品の配布と相談窓口

の周知を図りました。 

生活安全課 80 

消費者相談事業 

（前期計画のみ）     

中学・高校生や市民（高齢者）を対象に消費生活

講座を開講し、消費者トラブルに巻き込まれない

知識を持った市民の育成に努めました。 

生活安全課 80 

勤労者生活資金融資事業

（前期計画のみ） 

    

広報みずなみ及び市のホームページに掲載し、各

コミュニティーセンターにちらしを設置するなど

勤労者への情報提供に努めました。しかし、近年利

用実績が無く、民間金融機関の低金利な生活資金

融資が利用されていることから、本事業は役目を

終えたと考えられるため平成 30年 4月 1日より制

度を廃止します。 

商工課 100 

勤労者住宅資金融資事業

（前期計画のみ） 

    

広報みずなみ及び市のホームページに掲載し、各

コミュニティーセンターにちらしを設置するなど

勤労者への情報提供に努めました。しかし、近年利

用実績が無く、民間金融機関の低金利な住宅資金

融資が利用されていることから、本事業は役目を

終えたと考えられるため平成 30年 4月 1日より制

度を廃止します。 

商工課 100 

地方消費者行政推進事業

（後期計画のみ）     

消費生活専門相談員の巡回相談の実施や、市の広

報紙、ホームページ、ロビーの電光掲示板等によ

る啓発活動を実施しました。 

生活安全課 80 

市内就職促進事業 

（後期計画のみ）     

コロナ禍で合同企業説明会の開催方法を変更しま

した。 
商工課 80 

中小企業退職金共済促

進事業 
    

広報みずなみ及び市のホームページに掲載し、各

コミュニティーセンターにちらしを設置するなど

勤労者への情報提供に努めました。 

毎年、一定数の補助件数があり、雇用の安定ひい

ては中小企業の振興と発展に寄与しています。 

商工課 80 

      平均点 85 
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基本方針３ 自然と調和した快適で暮らしやすいまち ～都市基盤～ 

施策１ 道路・河川 

１．評価指標の達成度 [   達成    順調    一部順調でない    あまり順調でない  ] 

指標名 単
位 

基準 
Ｈ26 

年度 

Ｈ27 

年度 

Ｈ28 

年度 

Ｈ29 

年度 

Ｈ30 

年度 

Ｈ31(R1) 

年度 

Ｒ２ 

年度 

Ｒ３ 

年度 

目標 

(Ｒ５) 
評価 

市道改良率 
％ 

58.4 58.7 58.7 58.6 58.8 58.9 58.9 58.9 58.9 59.1 

 
道路交通条例への適合改良率 H24 〔↗〕 〔→〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕 〔→〕 〔→〕 〔→〕  

長寿命化修繕が未完了の橋梁の数

（前期計画のみ） 橋 
86 84 84 84 ― ― ― ― ― 41 

 橋梁長寿命化修繕計画に上がった 86橋のうち、重要橋

梁の修繕が完了 H24 〔↘〕 〔→〕 〔→〕 ― ― ― ― ―  

長寿命化修繕が完了した橋梁の数

（後期計画のみ） 橋 
0 ― ― ― 5 10 11 15 22 26 

  H24 ― ― ― 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕  

里親制度により環境維持されて

いる路線数 
路

線 

120 125 135 136 124 156 166 169 176 140 

 里親制度にて道路等の環境維持をしていただける路線数 H24 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕  

必要な道路が整備され、安全で
快適に生活ができているまちだ
と思う市民の割合 ％ 

63.3 62.6 55.2 60.4 63.4 61.6 63.1 68.0 61.6 67.0 

 「瑞浪市は、必要な道路が整備され、安全で快適に生活が

できているまちだと思いますか」の設問に対し、「そう思う」、

「どちらかといえばそう思う」と回答した市民の割合 
H25 〔↘〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕  

           平均点 66 

※平均点の算出にあたっては、「長寿命化修繕が未完了の橋梁の数（前期計画のみ）」と「長寿命化修繕が完了した橋梁の数（後期計画のみ）」そ

れぞれの評価点を２で除するとともに、一つに捉えて算出。 

 

 

２．主な事業の進捗状況 

事業名 
進捗状況 

進捗状況等の説明 担当課 評価 
未着手 着手 順調 達成 

瑞浪恵那道路（国道 19

号）の整備促進事業 

（前期計画のみ） 
    

瑞浪恵那道路事業推進の気運向上の機会創出に努

めました。 
都市計画課 80 

天徳・本郷線道路改良

事業（前期計画のみ）     

地元からの要望を汲み取り、社会資本整備総合交

付金事業を活用し計画的に整備を実施しました。 
土木課 100 

市単側溝等道路改良事業

（前期計画のみ）     

地元からの要望を汲み取り、社会資本整備総合交

付金事業を活用し計画的に整備を実施しました。 
土木課 80 

瑞浪恵那道路関連事業

（後期計画のみ） 
    

瑞浪恵那道路の工事用道路として市道拡幅等の必

要な路線において、国と協力体制を構築しながら

用地取得を実施することで、工事用道路の迅速な

整備を促進しました。今後も、瑞浪恵那道路事業が

迅速に進むように連携強化を図ります。 

都市計画課 80 

道の駅整備事業 

（後期計画のみ）     

国との一体整備を目指し、瑞浪市道の駅基本計画

の策定を進めています。 
都市計画課 80 

都市計画道路改良事業

（後期計画のみ）     

国道１９号の交差点改良として、国と協力して右

折レーンの正対化等の交通安全事業を進めていま

す。 

都市計画課 80 

南垣外北野線道路改良

事業（後期計画のみ）     

地域関係者と連携しながら事業用地を取得し、道

路改良を実施した。引き続き、事業推進を図るた

め、地域関係者やＪＲリニア整備との調整を計画

的に進めていく必要があります。 

土木課 80 

狭あい道路等整備促進

事業（後期計画のみ）     
今後も狭あい道路解消に努めます。 土木課 80 

橋梁長寿命化修繕事業 

    

橋梁長寿命化計画により、今後起こりうる大地震

や災害に備え、防災機能や安全性の向上を考慮し

て重要橋梁の補修を実施しました。 

橋梁点検結果により早期措置の必要な橋梁につい

て、次回点検時までに対応しなければなりません

土木課 80 
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事業名 
進捗状況 

進捗状況等の説明 担当課 評価 
未着手 着手 順調 達成 

が、事業費が膨大となり、予算内での全ての対応が

困難な状況となっており、効率的な予算執行に努

める必要があります。 

防災安全交付金事業 

    

通学路の安全点検、危険個所の解消を行い、安全な

歩行空間の確保に努めました。 

また、通学路安全対策として、要対策箇所における

カラー舗装や防護柵等の設置だけでなく、小中学

校に隣接する市道の歩道整備事業も進めており、

継続して整備する必要があります。 

土木課 80 

道路災害防止ＪＲ関連

改良事業（前期計画の

み） 
    

鶴城踏切を閉鎖し、県道上山田寺河戸線駅西踏切

を拡幅することで、利便性の向上を図りました。 
土木課 100 

道路・河川維持管理事業

（里親制度） 
    

広報誌やホームページを活用し、幅広い団体に里

親制度を活用していただけるようＰＲに努めまし

た。 

また、里親制度が周知されてきており、登録団体が

徐々に増加しています。 

土木課 80 

広域河川改修事業 

（土岐川の整備促進） 

    

土岐川や日吉川などの１級河川について、岐阜県

多治見土木事務所と連携しながら、河川改修整備

を進めました。 

また、土岐橋付近の改修は着手しましたが、憩いの

場、交流の場としての整備予定はありません。今後

は、きなぁた瑞浪付近の親水の場の整備等につい

て、県に協力して進めます。 

土木課 60 

用悪水路河川改修事業 

    

地域と協力して堤防除草を行ったり、河川内に堆

積した土砂の撤去など水辺環境の保全に努めまし

た。 

また、地元要望に基づき、市民の安全安心を考慮し

た上で優先順位を選定し、河川及び用悪水路の修

繕を実施していますが、予算内で全ての対応が困

難な状況であるため、効率的な予算執行に努める

必要があります。 

土木課 80 

      平均点 81 
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施策２ まちなみ 

１．評価指標の達成度 [   達成    順調    一部順調でない    あまり順調でない  ] 

指標名 単
位 

基準 
Ｈ26 

年度 

Ｈ27 

年度 

Ｈ28 

年度 

Ｈ29 

年度 

Ｈ30 

年度 

Ｈ31(R1) 

年度 

Ｒ２ 

年度 

Ｒ３ 

年度 

目標 

(Ｒ５) 
評価 

屋外広告物管理件数 
件 

150 150 171 215 266 291 301 343 352 370 

 
年度毎の新規申請件数を加算し、除却件数を差し引く H24 〔→〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕  

公共施設維持管理里親数 

（都市公園） 
団

体 

14 18 18 18 18 19 20 22 22 20 

 各年度における登録団体数 H24 〔↗〕 〔→〕 〔→〕 〔→〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔→〕  

遊具の整備率（前期計画のみ） 
％ 

92.4 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 ― ― ― 100.0 

 
安全基準に適合した都市公園遊具の整備率 H24 〔↗〕 〔→〕 〔→〕 〔→〕 〔→〕 ― ― ―  

誇りのもてる、魅力あるまちなみ

だと思う市民の割合 
％ 

47.7 45.7 44.1 45.4 45.3 43.7 49.9 46.8 43.4 50.0 

 
市民アンケート「瑞浪市は、誇りの持てる、魅力あるまちな

みだと思いますか」の設問に対し、「そう思う」、「どちらかと

いえばそう思う」と回答した市民の割合 
H25 〔↘〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↘〕  

           平均点 78 

 

 

２．主な事業の進捗状況 

事業名 
進捗状況 

進捗状況等の説明 担当課 評価 
未着手 着手 順調 達成 

景観計画策定事業 

（前期計画のみ）     

景観計画を策定し、瑞浪市景観審議会を開催しま

した。 
都市計画課 100 

街なみ環境整備事業

（前期計画のみ）     

地域景観協議会の設置準備と景観計画重点区域指

定の検討を行いました。 
都市計画課 80 

景観形成事業 

（後期計画のみ）     

岐阜高専との共同研究及び大湫町における景観計

画重点区域指定に向けた取り組みに対する支援を

行いました。 

都市計画課 60 

屋外広告物管理事業 

    

平成 27年度までは、主要路線を調査しました。

市街地中心部において、面的に件数把握調査を行

いました。 

引き続き、所有者や管理者に対して適正な管理を

指導します。 

都市計画課 80 

岐阜県屋外広告物条

例・施行規則 

（前期計画のみ） 
    

面的調査の結果、約 750件の案件が判明したため、

計画的に実態調査を行うための基礎調査を行いま

した。 

都市計画課 80 

都市公園遊具等整備 

事業（前期計画のみ）     

都市公園における安全基準に適合した遊具の整備

率は 100％となりました。 
都市計画課 80 

公園維持管理事業 
    

遊具・ベンチ等の改修や樹木の剪定等を行い、事故

防止に努めています。 
都市計画課 80 

公共施設維持管理里親

制度推進事業 

（前期計画のみ） 
    

公園の里親制度に登録している団体に、必要な資

材等の提供を行い、市民と行政とで連携して公園

の美化、維持管理に努めました。 

都市計画課 80 

公共施設維持管理事業 

（里親制度） 

（後期計画のみ） 
    

里親と連携を図り、公園の環境美化を図っていま

す。 
都市計画課 80 

      平均点 80 
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施策３ 住環境 

１．評価指標の達成度 [   達成    順調    一部順調でない    あまり順調でない  ] 

指標名 単
位 

基準 
Ｈ26 

年度 

Ｈ27 

年度 

Ｈ28 

年度 

Ｈ29 

年度 

Ｈ30 

年度 

Ｈ31(R1) 

年度 

Ｒ２ 

年度 

Ｒ３ 

年度 

目標 

(Ｒ５) 
評価 

市営住宅の長寿命化改修未対応

の戸数（前期計画のみ）※ 戸 
320 302 302 294 ― ― ― ― ― 0 

 市営住宅長寿命化計画による H24 〔↗〕 〔→〕 〔↗〕 ― ― ― ― ―  

長寿命化改修が完了した市営住

宅戸数（後期計画のみ）※ 戸 
0 ― ― ― 20 24 32 ― 33 92 

 市営住宅長寿命化計画による H24 ― ― ― 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 ― 〔↗〕  

木造住宅無料耐震診断実施件数

（累計） 件 
427 555 592 634 645 671 693 735 744 1,100 

 年度毎の件数を加算（累計件数） H24 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕  

木造住宅耐震補強工事補助件数

（累計） 件 
21 44 47 50 53 54 58 59 60 70 

 年度毎の件数を加算（累計件数） H24 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕  

地籍調査進捗率 
％ 

23.2 25.5 25.7 26.2 26.4 26.6 26.6 26.7 26.8 35.0 

 
換算面積／要調査面積 H24 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔→〕 〔↗〕 〔↗〕  

防災対策等が整い、安心で快適
な住環境が整ったまちだと思う
市民の割合 ％ 

53.1 51.8 48.7 57.9 54.9 55.7 55.9 52.8 55.9 60.0 

 
「瑞浪市は、防災対策等が整い、安心で快適な住環境なま

ちだと思いますか」の設問に対し、「そう思う」、「どちらかと

いえばそう思う」と回答した市民の割合 
H25 〔↘〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕  

           平均点 40※ 
※平均点の算出にあたっては、「市営住宅の長寿命化改修未対応の戸数（前期計画のみ）」と「長寿命化改修が完了した市営住宅戸数（後期計

画のみ）」を一つに捉えて算出。 

 

 

２．主な事業の進捗状況 

事業名 
進捗状況 

進捗状況等の説明 担当課 評価 
未着手 着手 順調 達成 

空き家・空き地バンク 

事業（後期計画のみ） 

    

本事業を開始後、令和 3年度までに、空き家・空

き地バンクを介して 39件の物件成約がありまし

た。現在、空き家バンクの登録物件が少ないこと

が課題であるため、都市計画課の空き家カルテを

基に、現地調査にて居住可能な空き家の状況を把

握に努めており、今後、活用可能な空き家の所有

者に対し、ＤＭを送付するなどして登録の働きか

けを進めていきます。また、地域で空き家対策に

取り組んでいるまちづくり推進組織等との情報共

有を強化し、空き家バンク登録の推進を行ってい

きます。 

市民協働課 80 

移住定住情報発信事業

（後期計画のみ） 

    

人口減少対策として、移住定住施策は、さらに強

化する必要があるため、令和３年度に運用を開始

した移住定住ポータルサイト及び市公式の各種

SNS等を有効活用し、継続的に本市の魅力や特徴

を情報発信し、移住に関する相談件数の増加を図

ります。今後、SNS広告掲載、移住フェアの参

加、令和４年度に制作するシティプロモーション

動画の活用により本市の知名度を上げ、将来的に

移住のきっかけ作りとしていきます。 

市民協働課 80 

移住定住促進奨励金交

付事業（後期計画のみ）     

786件の奨励金を交付し、移住定住人口の増加を

図りました。令和 2年に制度を見直しました。 
市民協働課 100 

三世代同居・近居世帯

定住奨励金交付事業

（後期計画のみ） 
    

163件の奨励金を交付し、三世代同居・近居を促

進しました。 

※令和３年度事業終了 

市民協働課 100 

若者世帯民間賃貸住宅

入居奨励金交付事業

（後期計画のみ） 
    

81件の奨励金を交付し、若者世帯の民間賃貸住宅

への入居を促進しました。 

※令和２年度事業終了 

市民協働課 100 
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事業名 
進捗状況 

進捗状況等の説明 担当課 評価 
未着手 着手 順調 達成 

空家等適正管理事業

（後期計画のみ）     

現行の解体費用補助制度は、補助対象を特定空家

等に限定しており活用実績がありませんでした

が、所有者等から対象を拡大してほしいという声

があるため、制度の見直しを行います。 

都市計画課 80 

耐震診断促進事業 

    

市広報での周知及び耐震ローラー作戦等の PR活

動を実施しました。 

また、耐震相談士を無料で派遣し、木造住宅の耐

震診断を実施していますが、住み続けることが見

込めない住宅の耐震化に躊躇する声もあり、診断

件数は減少傾向にあります。 

都市計画課 80 

耐震補強工事補助事業 

    

一戸建て木造住宅の耐震改修工事に対して補助金

を交付し、耐震化の推進を継続していますが、高

齢者世帯の増加により申請は年間１件程度にとど

まっています。 

都市計画課 80 

転入者サポート事業 

（前期計画のみ）     

空き家・空き地バンクの運営、移住定住関連奨励

金の交付によって、市内への移住定住の促進を図

りました。また、市広報、市ホームページ、報誌

等により事業の周知を行いました。 

市民協働課 80 

空き家バンク事業 

（前期計画のみ）     

市内の不動産等事業者との連携のもと、空き家・空

き地バンクを運営しました。平成 30年度までに 31

件の物件成約がありました。 

市民協働課 80 

急傾斜地崩壊対策事業 

    

土岐町南山地区、陶町猿爪細久手地区を実施しま

した（岐阜県による公共事業）。 

また、緊急性の高い急傾斜地より継続的に崩壊対

策を実施していますが、今後事業化を目指す必要

のある危険個所もあり、県と連携を密にし協力し

て進める必要があります。 

土木課 80 

市営住宅長寿命化事業 

    

市営住宅長寿命化計画に基づき、大法原団地と下

山田団地の屋根防水工事を実施し、紺屋原団地に

ついては外壁改修工事を実施しました。 

また、大法原団地では外壁改修工事も実施し、下山

田団地では電灯幹線改修工事も実施しました。 

都市計画課 80 

市営住宅維持管理事業 
    

必要に応じて修繕を行い、住宅維持管理に努めて

います。 
都市計画課 80 

市営住宅移転補償事業

（後期計画のみ）     

住替えに応じた入居者に対し、移転補償費を支払

いました。 
都市計画課 80 

地籍調査事業 

    

瑞浪恵那道路整備事業や市道・県道の改良工事な

どの公共事業箇所を優先して実施しました。 

第 7次国土調査事業 10過年計画に基づき、計画的

に実施します。 

土木課 80 

瑞浪駅周辺再開発事業

（後期計画のみ） 
    

「未来の子どもたちに渡せるまち」の実現に向け、

市民ニーズの調査や、Ｍビル等の社会実験を行い、

「瑞浪駅周辺まちづくり基本方針」を策定しまし

た。引き続き、地元地権者や関係機関と連携し、魅

力あるまちづくりを進めていきます。 

都市計画課 80 

      平均点 84 
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施策４ 上下水道 

１．評価指標の達成度 [   達成    順調    一部順調でない    あまり順調でない  ] 

指標名 単
位 

基準 
Ｈ26 

年度 

Ｈ27 

年度 

Ｈ28 

年度 

Ｈ29 

年度 

Ｈ30 

年度 

Ｈ31(R1) 

年度 

Ｒ２ 

年度 

Ｒ３ 

年度 

目標 

(Ｒ５) 
評価 

基幹上水道管路の耐震化率 
％ 

52.9 53.3 53.3 54.2 54.2 54.5 55.1 43.3 46.2 61.2 

 
送水管と口径２００mm 以上の配水管のうち、耐震性を持

つ管の割合 H24 〔↗〕 〔→〕 〔↗〕 〔→〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕  

下水道長寿命化事業の進捗率 
％ 

2.1 15.7 18.0 19.1 22.2 24.0 24.2 24.7 25.6 42.9 

 
管更生などの工法により更新または改築の完了した管路

の延長／昭和６３年以前に布設された管路の延長 H24 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕  

水洗化率 
％ 

75.6 78.8 78.1 81.2 82.2 82.7 83.0 83.1 83.2 90.0 

 
公共下水道、農業集落排水及び合併処理浄化槽による

水洗化人口／行政人口 H24 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕  

上水道事業料金回収率※ 
％ 

88.1 82.8 92.0 95.6 98.5 95.7 95.3 94.4 97.2 98.5 

 
供給単価／給水原価 H24 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↗〕  

水洗化推進により、市内を流れる
川、身近な水路がきれいなまちだ
と思う市民の割合 ％ 

62.3 70.4 58.9 63.5 64.8 71.4 65.3 67.6 64.5 75.0 

 「瑞浪市は、水洗化推進により、市内を流れる川、身近な

水路がきれいなまちだと思いますか」の設問に対し、「そう

思う」、「どちらかといえばそう思う」と回答した市民の割合 
H25 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕  

           平均点 52 

※前期計画では「上水道事業経費回収率」。 

 

 

２．主な事業の進捗状況 

事業名 
進捗状況 

進捗状況等の説明 担当課 評価 
未着手 着手 順調 達成 

緊急時給水拠点確保事業 

    

釜戸・明世・市原の各配水地から重要給水施設に

向け、合せて約 2.9㎞の耐震管を布設しました。 

また、明世配水区、日吉配水区についても各避難

所や医療施設までの耐震化を進めます。 

上下水道課 80 

白倉・戸狩地区配水区変

更事業（後期計画のみ）     

日吉町白倉地区と明世町戸狩地区の加圧ポンプで

の供給は解消しました。 
上下水道課 100 

市原配水池整備事業 

（前期計画のみ）     
平成 26年度に完成し運用を開始しました。 上下水道課 100 

岐阜県営水道大容量送

水管整備事業 

（前期計画のみ） 
    

県事業と同時施工することでコスト削減を図りな

がら耐震管を布設しました。 
上下水道課 80 

水道管路耐震化等推進

事業（老朽管更新） 

（前期計画のみ） 
    

道路改良事業に併せ老朽管を耐震性の有する管へ

布設替えしました。 
上下水道課 80 

下水道長寿命化事業 

（ストックマネジメント） 
    

管路改築更新、マンホールポンプ、緊急通報監視装

置、水位計及びマンホール蓋の更新を行いました。 

概ね計画どおりに事業を進捗させることができま

した。 

上下水道課 80 

下水道不明水対策事業 

（後期計画のみ）     
調査に基づき、止水工などの対策を行いました。 上下水道課 80 

浄化センター耐震補強事業

（後期計画のみ）     

概ね計画どおりに事業を進捗させることができま

した。 
上下水道課 80 

ポンプ場耐震ストックマネジ

メント事業（後期計画のみ）     

概ね計画どおりに事業を進捗させることができま

した。 
上下水道課 80 

合併浄化槽設置推進事業

（後期計画のみ）     

順調に合併処理浄化槽への転換が進められていま

すが、令和３年度は例年と比べ少ない状況となり

ました。 

上下水道課 80 

農業集落排水統合事業

（後期計画のみ）     

令和４年度に月吉クリーンセンターを、令和５年

度に日吉南部クリーンセンターを解体撤去しま

す。 

上下水道課 80 
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事業名 
進捗状況 

進捗状況等の説明 担当課 評価 
未着手 着手 順調 達成 

耐震補強事業 

（前期計画のみ）     

浄化センターの管理棟・脱水機棟の耐震補強工事

が完了し、揚水施設及び水処理施設の耐震補強設

計を進めています。 

浄化セン

ター 
80 

汚水処理施設共同整備

事業（前期計画のみ）     

共同処理施設が完成し、平成 30年 4月から浄化セ

ンターでし尿・浄化槽汚泥の処理を開始しました。 

浄化セン

ター 
100 

公共下水道汚水管渠整

備事業（前期計画のみ）     

公共下水道の事業認可区域における面整備は、平

成 27年度で概成しました。 
上下水道課 100 

合併処理浄化槽設置補

助事業（前期計画のみ）     

平成 26年度からの 4年間で 296基に対し補助し、

水洗化を促進しました。 
上下水道課 80 

水処理設備増設事業 

（前期計画のみ）     

全体計画における最終増設が平成 27年度に完了し

ました。 

浄化セン

ター 
100 

汚泥処理設備増設事業

（前期計画のみ）     

平成 26年度に 2基目の汚泥脱水機を設置し増設が

完了しました。 

浄化セン

ター 
100 

水道事業経営適正化 

事業（前期計画のみ）     

平成 26年度に新地方公営企業会計基準を適用しま

した。 
上下水道課 100 

下水道事業経営適正化

事業（前期計画のみ）     

公共下水道事業及び農業集落排水事業は、平成 28

年 4月 1日に地方公営企業法を適用しました。 
上下水道課 100 

      平均点 88 
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基本方針４ まちの魅力を活かした活力あるまち ～産業経済～ 

施策１ 農林業 

１．評価指標の達成度 [   達成    順調    一部順調でない    あまり順調でない  ] 

指標名 単
位 

基準 
Ｈ26 

年度 

Ｈ27 

年度 

Ｈ28 

年度 

Ｈ29 

年度 

Ｈ30 

年度 

Ｈ31(R1) 

年度 

Ｒ２ 

年度 

Ｒ３ 

年度 

目標 

(Ｒ５) 
評価 

ほ場整備面積（累計） 
ha 

389.0 389.0 389.0 389.9 396.5 401.3 406.5 406.5 406.5 406.5 

 
ほ場整備面積 H24 〔→〕 〔→〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔→〕 〔→〕  

農産物直売所出荷登録者数（市内）

（前期計画のみ）※ 人 
177 190 135 127 ― ― ― ― ― 230 

 きなぁた瑞浪出荷者協議会会員数（各年３月３１日時点登

録者数） H24 〔↗〕 〔↘〕 〔↘〕 ― ― ― ― ―  

農産物直売所出荷者数（市内）

（後期計画のみ）※ 人 
97 90 87 85 95 90 98 101 103 100 

 農産物等直売所へ野菜等を出荷した出荷者協議会員数

（市内） H24 〔↘〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕  

間伐等を実施した森林の面積

（累計） ha 
178.1 376.3 500.8 556.3 672.1 779.8 916.9 1.063.9 1132.9 800.0 

 毎年度の森林の間伐面積等 H24 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕  

地元の農畜産物を食べるように

心がけている市民の割合 ％ 
73.4 70.4 65.0 72.8 69.5 55.7 56.6 54.1 50.8 78.0 

 「あなたは、地元の農作物を食べるように心がけています

か」の設問に対し、「はい」と回答した市民の割合 H25 〔↘〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↘〕  

           平均点 74※ 

※平均点の算出にあたっては、「農産物直売所出荷登録者数（市内）（前期計画のみ）」と「農産物直売所出荷者数（市内）（後期計画のみ）」それ

ぞれの評価点を２で除するとともに、一つに捉えて算出。 

 

 

２．主な事業の進捗状況 

事業名 
進捗状況 

進捗状況等の説明 担当課 評価 
未着手 着手 順調 達成 

中山間地域総合整備事業 

    

県営中山間地域総合整備事業瑞浪中部地区（ほ

場整備）に着手し、平成 26年度から平成 30年

度の期間で施行し、農地の面的整備を行いまし

た。 

また、令和 3年度に整備工事が完了しました。 

農林課 100 

中山間地域等直接支払

事業 
    

多面的機能支払交付金制度を活用し、集落単位

で農地を守る活動を推進しました。 

また、14集落、5営農組合と協定を締結、補助

金を交付することで、地域による農地の保全・

管理を促進しました。 

農林課 80 

有害鳥獣被害防止対策

事業 

    

農産物の被害対策のみならず、ツキノワグマの

出没情報等、市民の安全確保のため、猟友会と

連携して対応を行いました。また、ICTを活用し

て鳥獣捕獲の効率化を図り、コストを削減しま

した。 

また、豚熱による調査捕獲を実施しているた

め、有害捕獲の頭数は減少していますが、瑞浪

市鳥獣被害対策実施隊による捕獲を実施してい

ます。 

農林課 80 

農地中間管理事業 

（後期計画のみ）     

農地中間管理事業を活用した農地集積の PR を実

施し、機構に貸し付けた土地所有者に対して経営

転換協力金を交付しました。 

農林課 80 

耕作放棄地再生利用事業

（後期計画のみ）     

営農組合等が実施する耕作放棄地再生作業に係

る経費の一部を支援しました。 
農林課 80 

生産農家育成事業 

（後期計画のみ）     

野菜づくり塾、出荷者の生産技術向上の取組、不

足野菜や奨励野菜の出荷拡大の取組を支援しま

した。 

農林課 80 

農畜産物加工品開発事業

（後期計画のみ）     

瑞浪ボーノポークの加工品、地元農畜産物を使用

したスイーツなどの商品を開発しました。また、

新商品開発により約 30 種類の商品を販売しいて

います。 

農林課 

家畜診療所 
100 

学校給食地産地消推進

事業（後期計画のみ）     

学校給食における地元農畜産物の使用を推進、支

援しました。また、学校給食センターが児童や生

徒等への食育を実施しました。 

農林課 80 
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事業名 
進捗状況 

進捗状況等の説明 担当課 評価 
未着手 着手 順調 達成 

集落営農組織の設立支

援事業（前期計画のみ）     

集落営農組織設立の助言や補助を進め、農事組合

法人とうぶ営農（H28.1）と農事組合法人ふかさわ

（H29.10）が設立されました。 

農林課 100 

出荷農家育成事業 

（前期計画のみ） 
    

野菜作り塾に対する補助を継続実施しました。ま

た、元気な園芸特産産地育成事業の活用により、

パイプハウスや被覆資材の設置等を補助するな

ど、直売所の農産物確保のため、出荷農家の支援

を行いました。 

農林課 80 

農畜産物特産品開発 

事業（前期計画のみ）     

きなぁた瑞浪と委託契約を結び、瑞浪ボーノポー

ク等の特産物の加工品の開発に取り組みました。 

農林課 

家畜診療所 
100 

林道維持補修事業 

    

地元からの要望により、随時林道の補修等を行い

ました。 

また、令和元年度実施の林道橋点検診断の結果、

修繕が必要な 3橋においては、令和 4年度に実施

します。 

農林課 80 

森林・林業対策事業 

    

県と連携し、治山事業、保安林整備事業など推進

し、森林環境の整備に努めました。 

また、清流の国ぎふ森林・環境税を活用し、16ha

程度の森林整備を実施しました。 

農林課 80 

      平均点 86 
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施策２ 畜産業 

１．評価指標の達成度 [   達成    順調    一部順調でない    あまり順調でない  ] 

指標名 単
位 

基準 
Ｈ26 

年度 

Ｈ27 

年度 

Ｈ28 

年度 

Ｈ29 

年度 

Ｈ30 

年度 

Ｈ31(R1) 

年度 

Ｒ２ 

年度 

Ｒ３ 

年度 

目標 

(Ｒ５) 
評価 

繁殖和牛の飼養頭数 
頭 

121 127 117 110 122 127 204 174 171 160 

 
繁殖和牛の飼養頭数 H24 〔↗〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↘〕  

肉豚の飼養頭数 
頭 

2,631 2,741 3,605 4,936 5,036 4,516 4,143 4,345 5,414 7,000 

 
肉豚の飼養頭数 H24 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕  

鶏の飼養羽数 千

羽 

2,095 1,945 1,958 1,927 2,039 2,050 1,894 1,879 2,005 2,000 

 
鶏の飼養羽数 H24 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↗〕  

地元の農畜産物を食べるように

心がけている市民の割合 ％ 
73.4 70.4 65.0 72.8 69.5 55.7 56.6 51.4 50.8 78.0 

 「あなたは、地元の農作物を食べるように心がけています

か」の設問に対し、「はい」と回答した市民の割合 H25 〔↘〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↘〕  

           平均点 73 
 

 

２．主な事業の進捗状況 

事業名 
進捗状況 

進捗状況等の説明 担当課 評価 
未着手 着手 順調 達成 

畜産経営指導事業 
    

牛飼養農家に対し、繁殖管理、飼養計画作成、飼

料設計等の畜産経営指導業務を実施しました。 

また、毎年継続して実施しています。 

家畜診療所 80 

畜産・酪農収益力強化

整備等特別対策事業

（後期計画のみ） 
    

畜産農家の要望により実施しています。 家畜診療所 80 

水田放牧推進事業 

（前期計画のみ）     

畜産農家と地域住民の高齢化により終了しまし

た。地域の耕作放棄地対策に効果がありました。 
家畜診療所 100 

一般損害防止事業 
    

家畜診療業務、ワクチン接種等を実施しました。 

また、農業共済の事業を利用していましたが、事

業が廃止となりました。 

家畜診療所 100 

家畜自衛防疫強化促進

事業（後期計画のみ）     
事業計画通りに実施しました。 家畜診療所 80 

特定損害防止事業 

（前期計画のみ）     

国が事業を終了しました。家畜の疾病予防に効果

がありました。 
家畜診療所 80 

瑞浪市家畜自衛防疫強

化促進事業 

（前期計画のみ） 
    

家畜自衛防疫強化促進事業、ワクチン接種、飼養衛

生管理基準に基づく衛生指導等により家畜防疫に

努めました。 

家畜診療所 80 

高病原性鳥インフルエン

ザ対策事業 
    

県機関との机上演習、市役所職員対象の鳥インフ

ルエンザ研修会等を開催するとともに、発生時の

市の所掌事項について、内容の精査に取り組みま

した。 

また、県との連携を更に強化しました。 

家畜診療所 80 

農産物等直売所規模拡

大整備事業 

（後期計画のみ） 
    

肉工房改修によりコロナ渦にありながら豚熱発生

前の H30の売上に対して 106.4％と増加しました。 

農林課 

家畜診療所 
80 

農畜産物特産品開発 

事業（前期計画のみ）     

きなぁた瑞浪と委託契約を結び、瑞浪ボーノポー

ク等の特産物の加工品の開発に取り組みました。 

農林課 

家畜診療所 
100 

農畜産物加工品開発 

事業（後期計画のみ）     

きなぁた瑞浪と委託契約を結び、瑞浪ボーノポー

ク等の特産物の加工品の開発に取り組みました。 

また、新商品開発により約 30種類の商品を販売し

いています。 

農林課 

家畜診療所 
100 

      平均点 87 
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施策３ 商業 

１．評価指標の達成度 [   達成    順調    一部順調でない    あまり順調でない  ] 

指標名 単
位 

基準 
Ｈ26 

年度 

Ｈ27 

年度 

Ｈ28 

年度 

Ｈ29 

年度 

Ｈ30 

年度 

Ｈ31(R1) 

年度 

Ｒ２ 

年度 

Ｒ３ 

年度 

目標 

(Ｒ５) 
評価 

商店数（商業統計調査）※ 
店 

555 392 ― ― ― ― ― ― ― 450 
― 

商業統計調査による商店数 H19 〔↘〕 ― ― ― ― ― ― ―  

中心市街地区域内人口 
人 

2,426 2,385 2,377 2,331 2,513 2,474 2,481 2,420 2,421 2,513 

 
住民基本台帳（自治会別人口）により中心市街地地区内

人口を算出 H24 〔↘〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕  

支援により新たに開店した商店数

（累計） 件 
0 0 1 3 12 17 25 28 32 30 

 市等が行う支援を活用して新たに開店した商店数（累計） H24 〔→〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕  

市内の商店街(小規模商店)でよ

く買い物をしている市民の割合 ％ 
37.1 34.3 34.4 37.0 30.5 31.1 25.6 28.9 30.1 42.0 

 「あなたは、市内の商店街（小規模商店）でよく買い物をし

ていますか」の設問に対し、「はい」と回答した市民の割合 H25 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕  

           平均点 53 

※平成 27年度から調査不実施のため実績なし。平成 29年度で調査廃止により該当データなし。 
 

２．主な事業の進捗状況 

事業名 
進捗状況 

進捗状況等の説明 担当課 評価 
未着手 着手 順調 達成 

空き店舗等登録事業

（前期計画のみ）     

市民協働課所管の「空き家・空き地バンク」事業

に一本化しました。 
商工課 100 

買い物マップ・飲食店ガ

イド等発行事業 

（前期計画のみ）     

平成 27年度に観光パンフレット「みず navi」を

発行し、市内の買い物情報、飲食店情報を発信し

ました。また平成 28年度から瑞浪ボーノポーク

を取り扱う飲食店を紹介する「瑞浪ボーノポーク

グルメブック」も作成し、市内外への PRを実施

しています。 

商工課 100 

商品券発行補助事業

（前期計画のみ）     

市内経済の活性化を目的とし、発行総額 1億 1千

万、プレミアム率 10%の商品券発行事業に対する

補助を実施しました。 

商工課 100 

瑞浪特産品推進事業

（前期計画のみ） 

    

瑞浪ボーノポークの知名度向上と、瑞浪ボーノポ

ークを使った飲食店の振興のため、瑞浪ボーノポ

ーク PR 委員会において PR パンフレットを作成す

るとともに、観光協会のホームページにおいて PR

サイトを作成しました。また、瑞浪ボーノポークス

タンプラリー、瑞浪ボーノポークグランプリ及び

瑞浪ボーノポーク祭りを実施しました。 

商工課 80 

地域交流センター管理運

営事業（前期計画のみ）     

平成 21年度に指定管理者制度を導入し、民間活力

による効果的効率的運営を目指しました。年々利

用者数が増加し、各年の目標利用者数を上回って

います。 

都市計画課 80 

商店街活性化支援事業 

    

美濃源氏七夕まつり、バサラカーニバル等の中心

市街地を会場にした主要イベントを開催しまし

た。 

また、各種イベントや市内事業者支援政策を行い

ました。 

商工課 80 

瑞浪ボーノポークＰＲ推

進事業（後期計画のみ）     

瑞浪ボーノポークに係るＰＲ活動、イベントを行

いました。 
商工課 80 

瑞浪駅周辺再開発事業

（後期計画のみ） 
    

「未来の子どもたちに渡せるまち」の実現に向け、

市民ニーズの調査や、Ｍビル等の社会実験を行い、

「瑞浪駅周辺まちづくり基本方針」を策定しまし

た。引き続き、地元地権者や関係機関と連携し、魅

力あるまちづくりを進めていきます。 

都市計画課 80 

商店街活性化総合支援

事業（後期計画のみ）     

中心市街地を会場にした各種イベントを開催しま

した。 
商工課 80 

美濃源氏七夕まつり開

催事業（後期計画のみ）     
コロナ禍以前は毎年七夕まつりを開催しました。 商工課 80 

商工会議所事業補助 

事業     

市内中小企業の経営支援、地域経済の活性化を担

う商工会議所に対して補助を実施しています。 

また、商工会議所と連携し、市内小規模事業者へ創

商工課 80 
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事業名 
進捗状況 

進捗状況等の説明 担当課 評価 
未着手 着手 順調 達成 

業支援や経営相談を実施しました。 

小口融資預託金事業 

    

「瑞浪市中小企業小口融資制度」を利用した市内

中小企業や個人事業主に対して融資を受けた際

に、県信用保証協会に支払う信用保証料を全額補

助しました。 

また、当該融資取扱金融機関を追加し、必要に応じ

て融資条件等の見直しをしたことにより、融資実

行者数増加に繋げました。 

商工課 80 

小規模事業者経営改善

資金融資利子補給事業

（後期計画のみ） 
    

毎年融資実行件数の増減はあるものの、安定した

件数を維持しています。 
商工課 80 

創業支援事業計画推進

事業（後期計画のみ）     

計画に基づき関係機関と連携して創業者の支援を

行っています。 
商工課 80 

新たな事業チャレンジ支

援補助事業（前期計画

のみ） 
    

市内で創業及び第二創業をする際に必要な設備資

金の一部を「瑞浪市新たな事業チャレンジ支援補

助金」として交付しました。 

商工課 80 

      平均点 84 
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施策４ 工業 

１．評価指標の達成度 [   達成    順調    一部順調でない    あまり順調でない  ] 

指標名 単
位 

基準 
Ｈ26 

年度 

Ｈ27 

年度 

Ｈ28 

年度 

Ｈ29 

年度 

Ｈ30 

年度 

Ｈ31(R1) 

年度 

Ｒ２ 

年度 

Ｒ３ 

年度 

目標 

(Ｒ５) 
評価 

工業事業所数 事

業

所 

123 121 ― 140 127 116 120 121 ― 150 

 工業統計による事業所数（従業員 4 人以上） 

（H27、R3は工業統計を実施せず） H24 〔↘〕 ― 〔↗〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕 ―  

製造品出荷額等 億

円 

408 545 ― 621 485 497 574 1,289 ― 1,000 

 
工業統計による製造品出荷額等（従業員 4人以上） 

（H27、R3は工業統計を実施せず） H24 〔↗〕 ― 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 ―  

支援により新たに開業した工業

事業所数（累計） 件 
0 0 0 1 1 3 3 3 4 4 

 市等が行う支援を活用して新たに開業した工業事業所数

（累計） H24 〔→〕 〔→〕 〔↗〕 〔→〕 〔↗〕 〔→〕 〔→〕 〔↗〕  

働きやすいまちだと思う市民の

割合 
％ 

36.7 29.4 35.9 39.2 34.6 40.1 45.0 41.9 41.6 45.0 

 
「瑞浪市は、働きやすいまちだと思いますか」の設問に対

し、「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」と回答した市民

の割合 
H25 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↘〕  

           平均点 73 
 

 

２．主な事業の進捗状況 

事業名 

進捗

状況 
   

進捗状況等の説明 担当課 評価 

未着手 着手 順調 達成 

中小企業販路開拓支援

事業※令和２年度事業

名変更（旧みずなみ焼等

販路開拓支援事業） 

    

展示会・見本市への出展費用を補助し、市内事業

者の販路開拓支援を継続しています。 
商工課 80 

窯業技術新分野開発 

事業（前期計画のみ）     

窯業関連製造設備・材料及び製造技術を活かし、

リサイクル炭素繊維材料と窯業材料を使用し、熱

を伝えにくいセラミックスの炭素繊維耐熱タイル

を開発しました。 

窯業技術

研究所 
80 

（仮称）産業振興センタ

ー再整備事業 

（前期計画のみ）     

産業振興センターの大規模改修を行うとともに、

指定管理者の募集を行い、瑞浪陶磁器卸商業協同

組合を指定管理者として選定のうえ、平成 29年

度から指定管理者制度を導入しました。あわせ

て、陶磁器販売所「ちゃわん屋みずなみ」をリニ

ューアルオープンしました。 

商工課 100 

産業振興センター管理運

営事業（後期計画のみ）     

陶磁器販売や作陶等の体験型施設として、地場産

業の発展に繋げています。 
商工課 80 

食器デザイン展開催事業 

    

毎年入賞入選作品の展示会を開催し、2,000点前後

の作品応募があります。 

窯業技術

研究所 
80 

伝統技術伝承事業 

（後期計画のみ）     

毎年３～４種類の技術講座を開催して、陶磁器業

界関係者や若手陶芸家などに技術を学ぶ機会の提

供と技術の習得を図りました。 

窯業技術

研究所 
80 

新たな事業チャレンジ支

援補助事業 

（前期計画のみ） 
    

市内で創業及び第二創業をする際に必要な設備資

金の一部を「瑞浪市新たな事業チャレンジ支援補

助金」として交付しました。 

商工課 80 

創業支援事業計画推進

事業（後期計画のみ）     

令和 5 年度までの創業支援事業計画を策定し、そ

れに基づいた支援を行っています。 
商工課 80 

企業立地促進事業 

（後期計画のみ）     

釜戸町宿区の造成工事を進めていきます。また、旧

陶小学校の工事について、令和 4 年度内の完了を

予定しています。 

商工課 80 

企業立地奨励事業 

（後期計画のみ）     

瑞浪クリエイション・パーク及び閉校した学校の

進出企業が決まりました。引き続き民有地を含め

た企業誘致に努めます。 

商工課 80 
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事業名 

進捗

状況 
   

進捗状況等の説明 担当課 評価 

未着手 着手 順調 達成 

工業団地等創出事業

（前期計画のみ）     

釜戸地区、稲津地区で工業用地の開発可能性調査

を実施しました。 
商工課 100 

企業立地関連事業 

（前期計画のみ） 
    

平成 28年度は、釜戸町宿区の工業用地について、

農地転用許可、開発申請許可を得て、土地の所有権

移転を完了しました。 

また、閉校した学校用地（釜戸中学校）を企業用地

として活用するため、候補者を選定しました。 

商工課 80 

企業立地奨励金交付 

事業（前期計画のみ）     

8社（うち新規進出企業 3社）に企業立地奨励金の

交付を行いました。 
商工課 80 

工業用地等登録事業

（前期計画のみ）     

市民協働課所管の「空き家・空き地バンク」事業に

一本化しました。 
商工課 100 

      平均点 84 
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施策５ 観光 

１．評価指標の達成度 [   達成    順調    一部順調でない    あまり順調でない  ] 

指標名 単
位 

基準 
Ｈ26 

年度 

Ｈ27 

年度 

Ｈ28 

年度 

Ｈ29 

年度 

Ｈ30 

年度 

Ｈ31(R1) 

年度 

Ｒ２ 

年度 

Ｒ３ 

年度 

目標 

(Ｒ５) 
評価 

観光入込客数 
人 

1,182,000 1,396,179 1,493,328 1,453,201 1,473,335 1,412,451 1,408,854 1,115,013 1,130,132 1,500,000 

 
きなぁた瑞浪、美濃源氏七夕まつり、市内全ゴルフ場、市

内施設 H24 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↗〕  

中山道ボランティアガイド案内

人数 人 
3,629 3,171 2,107 1,131 1,059 954 1,597 156 1,089 4,500 

 案内人数の合計 H24 〔↘〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕  

市内の観光資源の魅力が高まっ

ているまちだと思う市民の割合 
％ 

26.0 23.0 19.8 27.6 18.9 22.4 21.7 21.7 24.0 34.0 

 
「瑞浪市は、市内の観光資源の魅力が高まっているまちだ

と思いますか」の設問に対し、「そう思う」、「どちらかといえ

ばそう思う」と回答した市民の割合 
H25 〔↘〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕 〔→〕 〔↗〕  

           平均点 30 

 

 

２．主な事業の進捗状況 

事業名 
進捗状況 

進捗状況等の説明 担当課 評価 
未着手 着手 順調 達成 

美濃源氏七夕まつり開

催事業     

美濃源氏七夕まつりを、継続して開催しました。 

コロナ禍以前は、毎年開催されていましたが、

Withコロナでは、新しい形での開催を目指してい

ます。 

商工課 80 

「岐阜の宝もの」「じまん

の原石」ブラッシュアップ

ＰＲ事業（前期計画のみ）     

岐阜の宝物である、「中山道」の大湫宿にある国

登録有形文化財である「旧森川訓行家住宅（丸

森）」の修復工事が完了し、平成 29年 1月から大

湫宿の観光の拠点として、建物の価値を見学でき

る施設及び観光案内所として活用を開始しまし

た。 

商工課 80 

東海自然歩道・中山道

観光ブラッシュアップ事

業（後期計画のみ） 
    

中山道周辺及び東海自然歩道の巡視、管理を行っ

ています。また、御嵩町と連携し中山道往来を開

催しています。 

商工課 80 

化石の町みずなみ魅力

アップ事業 

    

観光パンフレットへの掲載や観光案内時などで陶

磁器、中山道等の他の魅力と合わせて幅広く PR

を実施しています。 

また、観光パンフレットへの掲載だけでなく、ラ

ジオや新聞等様々なメディアを通して幅広くＰＲ

を実施しました。 

商工課 80 

鬼岩の魅力アップ事業 

    

鬼岩公園園地内の遊歩道に設置されている工作物

の老朽化した部分を改修し、観光客が利用しやす

い環境の整備を実施しました。また、平成 26年

度より「岩穴くぐり」イベントを復活し、現在ま

で年 1回開催し、鬼岩公園の名物となっていま

す。 

鬼岩観光協会、御嵩町と連携し、鬼岩公園内の整

備を継続的に行っています。また、持続可能な観

光地を目指し、イベントで行っていた「岩穴くぐ

り」をガイドツアー化しました。 

商工課 80 

ゴルフの町みずなみＰＲ

事業     

オープンゴルフ大会のほか、小学生を対象とした

スナッグゴルフ体験会を開催し市内外にゴルフの

町みずなみを PRしています。 

商工課 80 

大湫宿保存活用事業

（後期計画のみ）     

国登録有形文化財である丸森、新森や古民家であ

る西森川邸の整備が完了し活用が始まりました。 
商工課 100 

大湫町旧森川訓行家住

宅管理運営事業 

（後期計画のみ） 
    

国登録有形文化財である建物の価値も見学できる

中山道の観光案内所として活用され、大湫宿の観

光の拠点となっています。 

商工課 80 

観光情報発信事業 

（後期計画のみ）     

観光パンフレットみず navi「旅編」「グルメ編」、

ポスターを制作し、市内外での観光ＰＲに活用し

ています。 

商工課 80 
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事業名 
進捗状況 

進捗状況等の説明 担当課 評価 
未着手 着手 順調 達成 

都市・農村交流事業（農

商連携）（前期計画のみ）     

名古屋圏の方を対象として、瑞浪市への移住定住

のきっかけとなるような市内体験ツアーを年２回

開催しました。（農業体験・与左衛門窯焼成体験・

小里川ダム散策・きなぁた瑞浪で買い物など） 

市民協働課 100 

観光資源ＰＲ事業 

（前期計画のみ） 

    

東濃 5 市で設置している「東濃ぐるりん観光事業

実行委員会」の枠組みで事業を拡大して取り組み

ました。また、中山道ウォーキングマップや、「旧

森川訓行家住宅（丸森）」、鬼岩公園等の観光資源を

詳細に説明するパンフレットを作成し、幅広く配

置し PRを実施しました。 

商工課 80 

東濃圏広域観光ＰＲ 

事業 

    

東濃 5 市で設置している「東濃ぐるりん観光事業

実行委員会」の枠組みで主に観光展を首都圏や名

古屋圏を対象に事業を拡大して取り組みました。

また名古屋圏では、平成 28年度はテレビ塔下のイ

ベント広場において、5市の酒蔵と美濃焼のイベン

トを開催し、東濃の魅力発信と東濃への来訪を促

しました。 

また、リニア中央新幹線開通に向けて、東美濃地域

と広域観光連携を図り、パンフレットの作成、情報

誌への掲載、イベント開催等、観光 PR事業を実施

しました。 

商工課 80 

瑞浪観光ＰＲ事業 

（前期計画のみ） 
    

平成 27年度に観光パンフレット「みず navi」を発

行し、市内の観光情報の発信をしました。また、市

内外の幅広い施設へ向けて、観光パンフレットや

イベントチラシ等の配置を依頼し PRを実施しまし

た。 

商工課 80 

      平均点 83 
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基本方針５ いきいきと学び心豊かに暮らせるまち ～教育文化～ 

施策１ 就学前教育・学校教育 

１．評価指標の達成度 [   達成    順調    一部順調でない    あまり順調でない  ] 

指標名 単
位 

基準 
Ｈ26 

年度 

Ｈ27 

年度 

Ｈ28 

年度 

Ｈ29 

年度 

Ｈ30 

年度 

Ｈ31(R1) 

年度 

Ｒ２ 

年度 

Ｒ３ 

年度 

目標 

(Ｒ５) 
評価 

学力・学習状況調査の平均正答率

（前期計画のみ） 
ポイ

ント 
2.45 +4.8 +2.1 +8.4 ― ― ― ― ― +0.5 

 瑞浪市平均と全国平均とを比較 H24 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 ― ― ― ― ―  

授業で学んだことを他の学習や
普段の生活に生かしている児童
生徒の割合（後期計画のみ） ％ 

― ― ― ― 82.4 ― 83.5 84.1 81.0 84.1 

 「授業で学んだことを他の学習や普段の生活に生かして

いますか」の設問に対し、「当てはまる」「どちらかといえば

当てはまる」と回答した児童生徒の割合 
― ― ― ― ― ― 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕  

いじめの解消率 
％ 

95.1 94.1 95.5 96.7 74.3 97.1 95.2 78.0 87.0 100.0 

 

問題行動調査（文科省）の結果から解消率（解消／認知

＊100）を算出する（いじめに関するアンケートによる、いじ

め解消率） 
H24 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↗〕  

不登校児童生徒の出現率 
％ 

1.6 1.6 1.6 1.5 1.3 1.3 1.0 1.2 2.7 1.0 

 
長期欠席調べにより、不登校児童生徒の出現率を算出する H24 〔→〕 〔→〕 〔↗〕 〔↗〕 〔→〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↘〕  

学校が楽しいと感じる児童生徒

の割合（前期計画のみ） ％ 
78.7 79.8 80.4 81.4 ― ― ― ― ― 85.0 

 全国学力・学習状況調査 H24 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 ― ― ― ― ―  

学校・家庭・地域が連携して子
どもの成長と安全を支えている
まちだと思う市民の割合 ％ 

68.0 62.3 60.2 66.1 66.6 71.4 68.8 68.9 65.7 72.0 

 「瑞浪市は、学校・家庭・地域が連携して子どもの成長と安

全を支えているまちだと思いますか」の設問に対し、「そう

思う」、「どちらかといえばそう思う」と回答した市民の割合 
H25 〔↘〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕  

           平均点 42 

 

２．主な事業の進捗状況 

事業名 
進捗状況 

進捗状況等の説明 担当課 評価 
未着手 着手 順調 達成 

学力・学習状況調査実

施事業（前期計画のみ）     

小学校 5年（4教科）と中学校 2年（5教科）で

学力テストを実施し、結果分析をして学力向上に

向けた対策を取りまとめました。 

学校教育課 80 

標準学力検査実施事業

（後期計画のみ）     

学力調査結果を有効に活用し、児童生徒の学力向

上に向けて教職員の指導改善に生かしています。 
学校教育課 80 

ＡＬＴ派遣事業 
    

ＡＬＴ４名を全小中学校に派遣し、英語を学ぶ楽

しさやコミュニケーションできる楽しさを味わう

ことができています。 

学校教育課 80 

学校教材備品購入事業

（後期計画のみ）     

各小中学校へ図書本や部活動備品等を購入し、読

書活動の推進や部活動の充実を図っています。 
学校教育課 80 

学校ＩＣＴ活用推進事業

（後期計画のみ）     

各学校分のライセンス購入により、オンライン会

議や遠隔授業を実施し有効に活用しています。 
学校教育課 80 

図書整備事業 

（前期計画のみ）     

図書支援員を 2名配置し、全小中学校を巡回して

学校図書室の整備を行いました。 
学校教育課 100 

研究所分析授業実施 

事業（前期計画のみ）     

夏季研修会では、20 講座を開設し、教職員が研修

を行いました。各校において、授業研究会を行いま

した。 

学校教育課 80 

ＱＵアンケート実施事業

（仲間とのつながりを調

査するアンケート）     

子どもの様子や言動、QUテスト等に注意しながら、

悩みや不安を迅速かつ正確につかむとともに、児

童生徒の自己肯定感を高めたり、凝集力の高い学

級を作り上げたりする指導を実施しました。 

また、落ち着いた学級づくりが進められています。 

学校教育課 80 

児童生徒学業支援員派

遣事業（後期計画のみ）     

授業の支援に入ることで、学習に集中し取り組む

ことができています。要援助児童生徒の増加に伴

い、学業支援員を増加する必要があります。 

学校教育課 80 
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事業名 
進捗状況 

進捗状況等の説明 担当課 評価 
未着手 着手 順調 達成 

いじめ 110 番実施事業

（前期計画のみ）     

関係者が連携しながら、いじめの未然防止・早期発

見・早期対応に努力しました。 
学校教育課 80 

要援助児童生徒支援 

事業（前期計画のみ）     

要援助児童生徒に学業支援員を配置することで不

安や心配を取り除き、安心して学べる環境を整え、

学力向上に向けた支援を行いました。 

学校教育課 80 

中学校統合推進事業

（前期計画のみ）     

統合校開校に向け、必要な施設整備を進めていま

す。また、統合準備委員会において必要な課題協議

を行っています。 

教育総務課 100 

小中学校施設空調整備

事業（後期計画のみ）     

令和元年度に全校の普通教室に整備を完了しまし

た。令和４年度に主な特別教室への整備完了を予

定しています。 

教育総務課 80 

小中学校施設改修事業 
    

校舎補修、学校施設等の部分的な改修を進めてい

ます。また、令和４年度までに昭和の時代に建築さ

れた校舎等の改修完了を予定しています。 

教育総務課 80 

学校給食調理業務等委

託事業     

安全・安心な学校給食を提供しました。 

給食時間までに、安全な給食を安定して供給でき

ました。 

給食セン

ター 
80 

幼小中一貫教育推進委

員会開催事業 

（前期計画のみ） 
    

各校区で幼小中一貫教育を進めました。 学校教育課 80 

進路学習推進委員会開

催事業（前期計画のみ）     

キャリア教育の一環として、進路学習推進委員会

の方とともに前年度の職場体験学習の取り組み状

況について協議しました。 

学校教育課 80 

キャリア教育推進事業

（後期計画のみ）     

中学生の職場体験学習やふるさと学習等、地域と

連携して取り組むキャリア教育が推進できていま

す。 

学校教育課 80 

      平均点 82 
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施策２ 社会教育 

１．評価指標の達成度 [   達成    順調    一部順調でない    あまり順調でない  ] 

指標名 単
位 

基準 
Ｈ26 

年度 

Ｈ27 

年度 

Ｈ28 

年度 

Ｈ29 

年度 

Ｈ30 

年度 

Ｈ31(R1) 

年度 

Ｒ２ 

年度 

Ｒ３ 

年度 

目標 

(Ｒ５) 
評価 

公民館の利用者数 
人 

207,770 215,190 205,652 204,793 202,215 202,548 171,153 65,930 83,791 215,000 

 各公民館の１年間の利用者数の合計 H24 〔↗〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↗〕  

図書貸出冊数（前期計画のみ） 
冊 

217,220 209,836 217,311 206,740 203,229 198,668 ― ― ― 223,000 

 
市民図書館（本館・分館）における１年間の貸出冊数 H24 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↘〕 ― ― ―  

市民一人あたりの図書貸出冊数

（後期計画のみ） 冊 
5.1 

H24 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

5.4 

〔↗〕 

― 

― 
5.2 

〔↘〕 

3.9 

〔↘〕 

4.6 

〔↗〕 

5.8 
 

  

公民館講座・教室等への参加者数 
人 

2,974 5,957 3,387 4,366 3,141 3,189 4,043 1,409 1,529 4,500 

 
１年間に公民館を利用した継続した講座・教室等に参加

した人数の合計 H24 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕  

公民館登録自主グループ数 団

体 

95 97 103 104 98 71 69 68 66 115 

 
各公民館の開催した講座等から生まれた自主グループの数 H24 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↘〕  

公民館・図書館を拠点とする 

ボランティア人数 人 
190 134 182 160 163 157 142 121 109 170 

 公民館・図書館を拠点とするボランティア人数 H24 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↘〕  

生涯学習(趣味・スポーツを含

む）に取り組んでいる市民の割合 ％ 
39.3 43.8 43.0 43.0 42.2 44.5 44.1 38.3 40.0 47.0 

 「あなたは、生涯学習（趣味・スポーツを含む）に取り組ん

でいますか」の設問に対し、「はい」と回答した市民の割合 H25 〔↗〕 〔↘〕 〔→〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↗〕  

           平均点 30 
 

 

２．主な事業の進捗状況 

事業名 
進捗状況 

進捗状況等の説明 担当課 評価 
未着手 着手 順調 達成 

公民館運営事業 

    

生涯学習拠点である各公民館の連絡を密に行い、

市民の参加意欲を促進しつつ効率の高い公民館事

業としていくため、館長会議と担当者会議を定期

的に開催して、情報交換を積極的に行いました。 

また、各公民館の創意工夫により各種事業を展開

しました。 

社会教育課 80 

図書館運営事業 

    

図書館の運営については、図書館協議会を 2回開

催して市民の視点からの意見をいただき指定管理

者と共有することで、利用しやすい図書館、参加

しやすい図書館事業が開催できるように努めまし

た。 

また、公立図書館としての機能を果たしつつ、利

用者の意見等も反映しながら各種事業を展開し、

サービスの充実を図りました。 

子どもが本に親しみを持てるよう工夫しながら各

種企画を実施し、読書活動の推進を図りました。 

社会教育課 80 

公民館講座等開催事業 

    

幅広い世代に参加してもらえる講座の開催に努め

ました。また、市内の各公民館で情報を共有して市

民への周知を図りました。 

また、利用者ニーズと講座内容のバランス・費用対

効果を考慮しながら、多様なニーズに対応した学

習機会の提供に努めました。 

高齢者学級が円滑に運営されるよう支援しまし

た。 

社会教育課 80 

生涯学習推進事業 

    

瑞浪の歴史や文化を知るための市民学習講座を開

催しました。また、市内で開催される講座等の情報

をとりまとめた「生涯楽習ガイドブック」を作成し

ました。 

また、講座等情報紹介冊子を作成し全戸配布する

とともに、広報・メールマガジン・ＳＮＳ・ラジオ

等を活用して情報発信を行いました。 

全戸配布する講座等情報紹介冊子内に高齢者学

級、自主サークルの情報も掲載し、参加促進を図り

ました。 

社会教育課 80 
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事業名 
進捗状況 

進捗状況等の説明 担当課 評価 
未着手 着手 順調 達成 

青少年育成推進事業 

    

青少年育成においては、各地区の町民会議と市民

会議が連携して活動を行い、商業施設での啓発活

動、「フレッシュトーク in瑞浪」や「無ガム中（ガ

ム剥がし活動）」等を実施しました。 

また、関係機関との連携を図り、活動体制の充実を

図りました。 

社会教育課 80 

寿大学開催事業 

（前期計画のみ）     

市内 6 公民館において、高齢者学級である寿大学

を継続して開催しました。 
社会教育課 80 

      平均点 80 
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施策３ 生涯スポーツ 

１．評価指標の達成度 [   達成    順調    一部順調でない    あまり順調でない  ] 

指標名 単
位 

基準 
Ｈ26 

年度 

Ｈ27 

年度 

Ｈ28 

年度 

Ｈ29 

年度 

Ｈ30 

年度 

Ｈ31(R1) 

年度 

Ｒ２ 

年度 

Ｒ３ 

年度 

目標 

(Ｒ５) 
評価 

市民一人当たりのスポーツ施設

の利用回数 回 
6.7 7.0 7.7 8.3 7.4 7.4 7.1 3.4 3.5 8.5 

 スポーツ施設の利用者数÷市の人口 H24 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕 〔→〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↗〕  

市スポーツ少年団の登録人数の

割合(小学生) ％ 
26.0 17.0 18.1 20.0 20.5 21.5 23.3 18.2 16.0 21.0 

 市スポーツ少年団の登録人数÷小学生数 H24 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↘〕  

日頃からスポーツや運動に親し

んでいる市民の割合 ％ 
30.1 34.9 34.8 35.1 38.1 34.5 30.8 32.2 33.9 39.0 

 「あなたは、日頃からスポーツや運動に親しんでいます

か」の設問に対し、「はい」と回答した市民の割合 H25 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕  

           平均点 30 
 

 

２．主な事業の進捗状況 

事業名 
進捗状況 

進捗状況等の説明 担当課 評価 
未着手 着手 順調 達成 

各種スポーツ施設管理

事業     

市民が利用しやすいスポーツ施設となるよう、利

用者への丁寧な対応に努めました。 

引き続き、適切な管理に努めます。 

スポーツ

文化課 
80 

各種施設修繕・整備事業 

    

スポーツ施設の計画的な改修・修繕を行い、スポ

ーツ環境整備に努めました。 

また、市民競技場などを整備し、今後は市民体育

館の大規模改修を実施します。 

スポーツ

文化課 
80 

トレーニング機器更新 

事業（前期計画のみ）     

スポーツ環境整備のため、スポーツ器具の更新を

行いました。 

スポーツ

文化課 
80 

トレーニング機器整備 

事業（後期計画のみ）     

必要なトレーニング機器が整備されているよう管

理しています。 

スポーツ

文化課 
80 

小中学校体育館施設の

開放事業     

市内小中学校の開放を継続的に実施しました。 

また、全ての学校開放施設（社会体育施設分）の受

付業務がスポーツ文化課となりました。 

スポーツ

文化課 
80 

スポーツ推進委員活動

事業     

スポーツ推進委員との連携を強化し、地域スポー

ツの推進を図るため、各種教室を開催しました。 

また、各研修会に参加して、資質向上に取り組んで

います。 

スポーツ

文化課 
80 

市内スポーツ団体の指

導者育成事業 

（前期計画のみ） 
    

今後は、スポーツ団体指導者の研修会や講習会な

どの紹介等情報提供を行います。 

スポーツ

文化課 
100 

各種体育大会開催事業 
    

市民体育大会などスポーツ活動へ交付金を助成

し、スポーツが活発に行われる機会を支援してい

ます。 

スポーツ

文化課 
80 

トップアスリート交流事業 

    

トップアスリート交流事業として、宇津木妙子氏

によるソフトボール教室を開催しました。 

今後はトップアスリート交流事業は市政記念事業

として開催します。 

スポーツ

文化課 
80 

スポーツ教室開催事業 

    

各種スポーツ教室（フットサル、スナッグゴルフ、

バドミントン、ワンバウンドふらばーるバレー）を

開催しました。 

また、「自宅でもできる○○」といった教室を実施

しました。 

スポーツ

文化課 
80 

スポーツ交流会開催事業 

    

みんなのスポーツ（ソフトバレー年 2 回、ティー

ボール、野球交流会）を開催しました。市民体育大

会を実施のほか、東濃総合体育大会、県民スポーツ

大会に選手を派遣しました。 

また、野球など各地区からチームを編成するのが

困難となってきた競技もありました。 

スポーツ

文化課 
80 
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事業名 
進捗状況 

進捗状況等の説明 担当課 評価 
未着手 着手 順調 達成 

ウォーキング等普及事業

（前期計画のみ）     

平成 26年度にウォーキングコースの整備が完了し

ました。今後はスポーツ推進委員と連携しノルデ

ィックウォーク等の普及に努めます。 

スポーツ

文化課 
100 

      平均点 83 
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施策４ 文化・芸術・文化財 

１．評価指標の達成度 [   達成    順調    一部順調でない    あまり順調でない  ] 

指標名 単
位 

基準 
Ｈ26 

年度 

Ｈ27 

年度 

Ｈ28 

年度 

Ｈ29 

年度 

Ｈ30 

年度 

Ｈ31(R1) 

年度 

Ｒ２ 

年度 

Ｒ３ 

年度 

目標 

(Ｒ５) 
評価 

総合文化センター芸術振興事業

の数 事

業 

12 13 10 9 10 13 6 6 6 10 

 文化ホール事業・展示事業等市民への普及啓発に係る

事業の数 H24 〔↗〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕 〔→〕 〔→〕  

文化芸術団体の発表機会の参加

団体数 
団

体 

114 85 105 101 111 103 94 45 45 124 

 文化祭・ぐる～ぷ展・文化協会祭の参加団体数 H24 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↘〕 〔→〕  

市民公園内文化施設の総入館者数 
人 

75,078 74,097 71,325 75,431 73,505 70,413 70,707 48,868 31,843 78,000 

 
化石博物館・陶磁資料館・地球回廊・市之瀬美術館４館

の総入館者数 H24 〔↘〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↘〕  

市民公園内文化施設で開催する

各種講座の参加者数 人 
908 1,593 1,242 1,333 1,008 1,212 1,483 161 613 1,500 

 市民公園内文化施設の講座の総参加者数 H24 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕  

文化施設・歴史案内等ボランテ

ィア数 人 
36 28 28 29 33 33 33 33 33 40 

 歴史案内・文化財・文化施設のボランティアの総数 H24 〔↘〕 〔→〕 〔↗〕 〔↗〕 〔→〕 〔→〕 〔→〕 〔→〕  

日頃から文化・芸術や郷土の歴史

や文化に親しんでいる市民の割合 ％ 
24.2 26.0 24.8 28.8 26.2 23.0 29.6 21.5 22.9 32.0 

 「あなたは、日頃から文化・芸術や郷土の歴史や文化に親し

んでいますか」の設問に対し、「はい」と回答した市民の割合 H25 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕  

           平均点 30 
 

 

２．主な事業の進捗状況 

事業名 
進捗状況 

進捗状況等の説明 担当課 評価 
未着手 着手 順調 達成 

文化芸術振興事業 

    

みずなみ文化協会祭の開催や高浜市文化協会との

交流等の活動を支援し、市民の文化芸術活動の振

興並びに文化芸術団体の育成支援に努めました。 

また、各種文化芸術活動団体について、補助制度

を通じ支援を図りました。 

社会教育課 80 

美術展開催事業 
    

美術展開催を通じ、市民が気軽に芸術に触れるこ

とのできる機会を創出しました。 
社会教育課 80 

中央公民館自主事業 

    

音楽公演、子ども向け公演、映画の上映など様々

な世代が楽しめる事業を開催しました。地元で活

躍している方やゆかりがある方（団体）の活動の

発表となるホワイエコンサートを開催しました。 

また、計画的に自主事業を実施し、市民への芸術

に触れる機会を創出しました。 

社会教育課 80 

中央公民館市民参加型

事業 
    

市民参加型事業として「みずなみニューイヤーコ

ンサート」を年 1回開催し、企画から出演、演出、

運営等に多くの市民が参加しました。 

また、市民参加型事業を実施することで、市民の芸

術創造意欲の向上を図りました。 

社会教育課 80 

中央公民館施設管理 

事業     

エレベーターの改修、文化ホール音響設備更新な

ど計画的に改修、修繕を行いました。 

また、利用者の快適な環境づくりに取り組みまし

た。 

社会教育課 80 

市民公園文化施設再整

備計画策定事業 
    

文化施設の老朽化や経費削減のため、管理に関す

る基本方針を打ち出し、文化施設の再整備に取り

組んでいきます。 

また、文化施設再整備について担当部局の方針を

決定しました。 

スポーツ

文化課 
80 

伝統文化・伝統行事 

後継者育成事業 
    

「櫻堂薬師涅槃図の修復補助」を実施しました。ま

た、無形民俗文化財保存団体（3団体）の後継者育

成活動に補助金を交付しました。 

また、保存団体の伝承事業に補助金を交付しまし

た。 

スポーツ

文化課 
80 
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事業名 
進捗状況 

進捗状況等の説明 担当課 評価 
未着手 着手 順調 達成 

文化財調査保存事業 
    

文化財の調査保存事業として、櫻堂関連の文化財

調査を行い、桜堂遺跡発掘調査報告書を刊行しま

した。 

スポーツ

文化課 
80 

文化財調査保存事業

（桜堂周辺遺跡・中山道関

連事業）（後期計画のみ） 
    

国史跡に指定された中山道の保存活用計画を策定

しました。桜堂遺跡群は国史跡指定に向けて調整

等を行っています。 

スポーツ

文化課 
80 

体験型学習活動事業 

（ボランティア団体活用） 

（後期計画のみ） 
    

市民講座等の開催に際してみずなみかたりべの

会、化石博物館ボランティアと連携しました。 

社会教育

課、スポー

ツ文化課 

80 

歴史案内ボランティア養

成事業（前期計画のみ）     

化石博物館ボランティアを講師とした化石教室、

みずなみかたりべの会と連携した史跡探訪や市民

向け講演会を開催しました 

スポーツ

文化課 
100 

      平均点 82 
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基本方針６ 市民と行政で創造する夢のあるまち ～新たなまちづくり～ 

施策１ 協働のまちづくり 

１．評価指標の達成度 [   達成    順調    一部順調でない    あまり順調でない  ] 

指標名 単
位 

基準 
Ｈ26 

年度 

Ｈ27 

年度 

Ｈ28 

年度 

Ｈ29 

年度 

Ｈ30 

年度 

Ｈ31(R1) 

年度 

Ｒ２ 

年度 

Ｒ３ 

年度 

目標 

(Ｒ５) 
評価 

自治会加入率 
％ 

77.0 71.6※ 71.0※ 70.1※ 69.1※ 68.6※ 66.2※ 66.9※ 66.0※ 75.0 

 
各自治会からの自治会加入世帯の報告数／住民基本

台帳の世帯数 H24 〔↘〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕  

夢づくり地域交付金事業への参加

者数 人 
16,483 14,755 23,915 24,762 21,541 22,935 26,535 4,369 4,341 25,000 

 各地区のまちづくり推進組織が行う活動への参加者数の

総合計 H24 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↘〕  

地域活動やボランティア、ＮＰＯ
活動に参加している市民の割合 ％ 

24.0 24.7 24.4 26.0 26.5 23.8 25.2 24.6 20.2 30.0 

 「あなたは、地域活動やボランティア、ＮＰＯ活動に参加して

いますか」の設問に対し、「はい」と回答した市民の割合 H25 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↘〕  

地域での交流や活動が活発に行
われているまちだと思う市民の
割合 ％ 

57.8 61.8 49.3 60.8 56.4 55.5 60.1 55.1 51.7 63.0 

 「瑞浪市は、地域での交流や活動が活発に行われている

まちだと思いますか」の設問に対し、「そう思う」、「どちら

かといえばそう思う」と回答した市民の割合 
H25 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↘〕  

           平均点 30 

※小数点第二位を四捨五入した数値 

 

 

２．主な事業の進捗状況 

事業名 
進捗状況 

進捗状況等の説明 担当課 評価 
未着手 着手 順調 達成 

まちづくり講演会開催事業 

    

まちづくり講演会の開催により地域の人材育成に

寄与しています。加えて、地域のリーダー的存

在、会議での進行役などの人材を育成するためフ

ァシリテーター養成講座を開催しました。また、

地域の未来を考えるワークショップを開催するな

ど、まちづくり活動の活性化に寄与する事業を行

っています。 

市民協働課 80 

夢づくり市民活動補助事業

（後期計画のみ）     

毎年度、新たな市民活動に対して補助をすること

が出来ています。 
市民協働課 80 

市民活動補償保険事業

（後期計画のみ）     

不測の事態に保険で対応することで、地域活動が

安心して行えます。 
市民協働課 80 

まちづくり基本条例関事業

（後期計画のみ）     

毎年市民まちづくり会議において、条例に基づく

取組を検証し、市長に答申しており、市民の意見

を市政に反映する機会としています。 

市民協働課 80 

まちづくり活動支援事業

（後期計画のみ）     

各地区で行われている活発なまちづくり活動に対

して、まちづくり推進協議会連絡会を開催し、情

報交換、共有を行うなど、各地区横断的な支援を

行うことが出来ています。 

市民協働課 80 

ＮＰＯ団体等活動支援 

事業（前期計画のみ） 

    

平成 27年度より地域を限定せず活動する市民活

動団体が行う公益活動を支援する「夢づくり市民

活動補助金制度」を開始し、平成 30年度までに

21件の補助を行いました。また、市民活動補償

保険事業により、市民の皆さんが安心してボラン

ティア等の活動に参加できる環境を整えました。 

市民協働課 80 

まちづくり活動拠点施設整

備事業（前期計画のみ）     

平成 27年度にまちづくりサポートセンター「夢

サポ」の整備を完了しました。 
市民協働課 100 

まちづくり条例策定事業

（前期計画のみ）     

平成 27 年 7 月 1 日よりまちづくり基本条例を施

行しました。 
市民協働課 100 

コミュニティ活動支援事業 

（前期計画のみ）     

宝くじ助成を活用し、各地区まちづくり推進組織

の備品等の整備を行いました。 
市民協働課 80 

地域コミュニティー活動推

進事業（後期計画のみ）     

地域のまちづくり活動について、コミュニティー

活動全般に対する補助をし、財政的支援を行えて

います。 

市民協働課 80 
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事業名 
進捗状況 

進捗状況等の説明 担当課 評価 
未着手 着手 順調 達成 

夢づくり地域交付金事業 

    

「夢づくり地域交付金制度」の見直しについては、

各地区からの意見や要望を参考に、人口減少対策・

定住促進に関する事業、他のまちづくり推進組織

と合同で行う事業及び若者又は学校と協働で行う

事業を追加し、規則改正を行いました。 

各地区まちづくり推進組織が自主的・自立的に活

動するための主要な財源として、有効に活用され

ています。 

市民協働課 80 

集落支援事業 

（後期計画のみ）     

市と各地区まちづくり推進組織の架け橋として、

事業の補助や情報共有の要として支援していま

す。 

市民協働課 80 

      平均点 83 
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施策２ 情報共有 

１．評価指標の達成度 [   達成    順調    一部順調でない    あまり順調でない  ] 

指標名 単
位 

基準 
Ｈ26 

年度 

Ｈ27 

年度 

Ｈ28 

年度 

Ｈ29 

年度 

Ｈ30 

年度 

Ｈ31(R1) 

年度 

Ｒ２ 

年度 

Ｒ３ 

年度 

目標 

(Ｒ５) 
評価 

地域懇談会参加者数（3ヵ年平均） 
人 

516 598 541 504 503 609 632 445 350 600 

 
目標年度とその前年度・前々年度の参加者数の平均 H24 〔↗〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↘〕  

まちの情報をわかりやすく知るこ

とができると感じる市民の割合 ％ 
43.6 45.7 32.7 40.9 41.9 45.4 43.6 40.9 38.4 50.0 

 「あなたは、まちの情報を、わかりやすく知ることができま

すか」の設問に対し、「はい」と回答した市民の割合 H25 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↘〕  

           平均点 30 
 
 

２．主な事業の進捗状況 

事業名 
進捗状況 

進捗状況等の説明 担当課 評価 
未着手 着手 順調 達成 

広報みずなみ発行事業 

    

広報紙は、行政情報の基幹媒体として、市民の方

にわかりやすく情報を伝えられるよう心がけて作

成しました。 

また、ユニバーサルデザインの視点も踏まえて作

成し、音声版の「声の広報の発行」や、多様な媒

体で広報を閲覧できるよう取り組みました。 

企画政策課 80 

情報配信サービス事業

（前期計画のみ）     

ホームページのページのアクセシビリティーの確

保に努めました。 
企画政策課 80 

ＩＴ情報発信環境整備 

事業（前期計画のみ）     

各コミュニティーセンター・総合文化センター・

産業振興センターに Wi-Fiの設置を進めました。 
企画政策課 100 

メールマガジン配信事業

（後期計画のみ）     

メールマガジンに加え、SNS(LINE)でも同じ内容

を取得できるようにしました。また、

SNS(Youtube、Instagram、Twitter)にて、公式ア

カウントを開設しました。 

各担当課 80 

ＩＣＴ情報発信環境整備

事業（後期計画のみ）     

ホームページ、メールマガジン及び SNSにて情報

発信の環境を整えました。 
各担当課 80 

シティープロモーション 

事業 

    

瑞浪の情報を発信するため、みず navi旅編・グル

メ編を作成し、市内外に設置・配布しました。また、

JR 車内広告などに移住定住ポスターを掲載し、移

住定住施策を広く PRしました。 

瑞浪市シティプロモーション基本方針策定に向

け、庁内検討会議を開催しました。 

企画政策課 80 

ＳＮＳ等活用推進事業

（前期計画のみ）     

『絆メール』を配信速度の速いシステムに更新し

ました。 
企画政策課 80 

ＩＣＴ活用推進事業 

（後期計画のみ）     

新たな ICT 技術を取り入れて、取り組むことがで

きています。今後も最新の技術動向を注視し、新た

な技術を活用していきます。 

各担当課 80 

ＩＣＴ人材育成事業 

    

まちづくり推進組織が運営するホームページや情

報発信手法について、集落支援員の技術的な支援

を行いました。今後もホームページの管理など継

続して支援を行います。 

企画政策課 80 

情報公開・個人情報 

保護研修会開催事業     

職員、臨時職員、教職員向けの研修会を毎年開催し

ました。 

また、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため

研修方法を工夫し実施しました。 

総務課 80 

地域懇談会開催事業 

    

令和３年度は市内 10地区を対象として計 436名の

方にご参加いただき、各地区・団体ならではの意見

や若い世代（市内大学・高校）から市政全般につい

て意見を伺うことができました。 

令和 2年度を除き毎年、市内 10地区において実施

できています。 

企画政策課 80 

市民アンケート実施事業 

    

市の最上位の計画である第 6 次瑞浪市総合計画の

成果指標として実施しました。 

毎年、無作為抽出した市民 1,000 人を対象にアン

ケートを実施できています。 

企画政策課 80 

      平均点 82   
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施策３ 行財政運営 

１．評価指標の達成度 [   達成    順調    一部順調でない    あまり順調でない  ] 

指標名 単
位 

基準 
Ｈ26 

年度 

Ｈ27 

年度 

Ｈ28 

年度 

Ｈ29 

年度 

Ｈ30 

年度 

Ｈ31(R1) 

年度 

Ｒ２ 

年度 

Ｒ３ 

年度 

目標 

(Ｒ５) 
評価 

指定管理者制度導入施設数 施

設 

21 20 20 22 23 23 23 23 23 24 

 
指定管理者制度を導入した公の施設の数  H24 〔↘〕 〔→〕 〔↗〕 〔↗〕 〔→〕 〔→〕 〔→〕 〔→〕  

市税徴収率（現年分） 
％ 

97.8 98.1 98.5 98.7 98.8 98.3 98.9 99.1 99.7 98.9 

 
第 6次総合計画 後期基本計画 （徴収額／調定額） H24 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕  

経常収支比率 
％ 

91.3 92.5 88.0 87.6 88.8 87.9 87.3 82.4 87.4 90 未満 

 
財政構造の弾力性を見る指標（経常経費充当一般財源

/経常一般財源) H24 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕  

市債残高 億

円 

266 250 243 235 238 239 230 221 214 250未満 

 
特別会計等を含めた市全体の市債残高 H24 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕  

職員研修受講率 
％ 

43.3 53.6 52.7 57.4 41.6 48.4 61.7 51.5 76.4 55.0 

 
年間の研修受講者数（職域研修以外）/全職員数 H24 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕  

市民ニーズに合った事業が行
われ、まちが良くなってきて
いると思う市民の割合 ％ 

45.5 41.8 37.3 42.3 38.7 43.4 44.5 37.9 37.8 50.0 

 「瑞浪市は、市民ニーズに合った事業が行われ、まちが良

くなってきているまちだと思いますか」の設問に対し、「そう

思う」、「どちらかといえばそう思う」と回答した市民の割合 
H25 〔↘〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↘〕  

           平均点 82 
 
 

２．主な事業の進捗状況 

事業名 
進捗状況 

進捗状況等の説明 担当課 評価 
未着手 着手 順調 達成 

指定管理者制度推進 

事業 

    

平成29年度から新たに産業振興センターに指定管

理者制度を導入し、23施設となりました。 

また、状況に応じて指定管理の評価方法など、指定

管理者制度運用方針を改正し、サービスの向上と

経費の削減、適切な指定管理料の積算に努めてい

ます。 

企画政策課 80 

行政改革推進事業 
    

近隣自治体との連携による行政運営の効率化を進

めています。また、平成 29年度より外部の視点

により評価を実施し市政に反映しています。 

企画政策課 80 

財政計画策定事業 
    

実施計画を基に、財政推計を策定しました。 

また、財政状況を把握し、実施計画に基づいた計

画的な財政運営を行っています。 

総務課 80 

債権整理推進事業 
    

債権徴収計画により進捗状況を管理しながら、積

極的な徴収を行っており、市税等の収納率は向上

しています。 

総務課 80 

財政健全化推進事業 

    

経常経費の縮減に努め、経常収支比率を 87％程度

に維持しています。適正な市債の借入れや繰上償

還を実施した結果、健全化判断比率における４指

標は、早期健全化基準値を大きく下回っています。 

総務課 80 

職員研修事業 

    

毎年度策定する「研修計画」に基づき、職員の能力

開発・資質の向上・専門知識の習得等を目的に各種

研修を受講させています。平成 29 年度は 43 講座

に 194名の職員が受講しました。 

また、目標の受講率 55.0%に対し、令和 3年度の実

績は 76.4%となりました。 

秘書課 100 

人事評価制度実施事業 

    

人事評価に関しては、目標管理の手法を取り入れ

て実施しており、適正な評価を維持するため、新た

に評価者となった（係長に昇格した）者を対象とし

た研修を行いました。また、市人事評価制度のさら

なる効果的な運用を図るため、制度を見直し、併せ

て規則を改正しました。平成 29年度には、被評価

者を対象に「人事評価制度説明会」を開催し、制度

について理解を深める機会をつくりました。 

また、毎年度、人事評価者研修を実施し、公平・公

正で納得性の高い人事評価制度の運用に努めてい

ます。 

秘書課 80 

      平均点 83 
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施策４ 人権尊重社会 

１．評価指標の達成度 [   達成    順調    一部順調でない    あまり順調でない  ] 

指標名 単
位 

基準 
Ｈ26 

年度 

Ｈ27 

年度 

Ｈ28 

年度 

Ｈ29 

年度 

Ｈ30 

年度 

Ｈ31(R1) 

年度 

Ｒ２ 

年度 

Ｒ３ 

年度 

目標 

(Ｒ５) 
評価 

附属機関等委員への女性の登用

の拡大※ ％ 
25.5 29.6 28.3 28.6 29.2 30.8 31.7 33.4 34.5 35.0 

 女性委員数/全委員数 「市町村における男女共同参画社

会の形成又は女性に関する施策の推進状況調査」による。 H24 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕  

過去１年間に人権を侵害された

と感じたことがある市民の割合 ％ 
8.0 8.9 11.0 8.4 8.7 7.8 9.8 5.1 8.5 6.0 

 「あなたは、過去１年間に人権を侵害されたと感じたことが

ありますか」の設問に対し、「はい」と回答した市民の割合 H25 〔↘〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕  

           平均点 55 
※前期計画では「審議会等委員への女性の登用の拡大（「市町村における男女共同参画社会の形成又は女性に関する施策の推進状況調査」に

よる女性委員の割合）」。なお、指標の内容は同様。 

 

 

２．主な事業の進捗状況 

事業名 
進捗状況 

進捗状況等の説明 担当課 評価 
未着手 着手 順調 達成 

人権施策推進指針策定

事業 

    

平成 28年 1月に「瑞浪市人権施策推進指針」（計

画期間：平成 23年度～平成 32年度）に基づき

「瑞浪市人権施策推進行動計画（後期）」（計画期

間：平成 28年度～平成 32年度）を策定しまし

た。 

また、市の広報紙やホームページ等による周知活

動や人権啓発冊子の配布を行いました。 

生活安全課 80 

人権施策推進事業 

    

人権啓発講演会の開催や人権書道展、「ちょっと

いい話」募集・冊子作成事業などを、瑞浪市人権

施策推進ネットワーク会議や法務局・人権擁護委

員など関係団体と連携しながら実施しました。 

また、人権擁護委員による人権こまりごと相談窓

口を設置し、様々な人権問題について幅広い取り

組みを行いました。 

生活安全課 80 

『みずなみ男女共同参画

プラン』策定事業 
    

平成 26年 2月に「第 2次みずなみ男女共同参画

プラン」（計画期間：平成 26年度～平成 35年

度）を策定しました。 

また、「第２次みずなみ男女共同参画プラン（後

期）」に基づいて啓発活動を実施しました。 

生活安全課 80 

男女共同参画社会推進

事業 

    

男女共同参画社会推進委員（平成 29年度からは男

女共同参画社会推進会議参加者）の意識向上を目

的に学習会を開催したほか、男女共同参画社会推

進委員会（平成 29年度からは男女共同参画社会推

進会議）と協働し、市民を対象に講演会・学習会を

開催しました。また、地区選出委員と有権者で構成

される「男女共同参画社会推進会議」が主体となり

各種施策やリーフレットの配布など啓発活動を行

いました。 

生活安全課 80 

      平均点 80 
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５ 重点戦略進捗状況評価 

重点方針１ 魅力的な暮らしを創造する 

～だれもが魅力を感じ、暮らしていくきっかけづくりのために～ 

１．目標指標の達成度 [   達成    順調    一部順調でない    あまり順調でない  ] 

指標名 単
位 

基準 
Ｈ26 

年度 

Ｈ27 

年度 

Ｈ28 

年度 

Ｈ29 

年度 

Ｈ30 

年度 

Ｈ31(R1) 

年度 

Ｒ２ 

年度 

Ｒ３ 

年度 

目標 

(Ｒ５) 
評価 

子どもを産み育てやすいまちだ

と思う市民の割合 
％ 

63.7 64.0 60.5 64.4 68.0 66.7 69.2 64.7 63.2 70.0 

 
「瑞浪市は、子どもを産み育てやすいまちだと思います

か」の設問に対し、「そう思う」、「どちらかといえばそう思

う」と回答した市民の割合 
H25 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↘〕  

働きやすいまちだと思う市民の

割合 
％ 

36.7 29.4 35.9 39.2 34.6 40.1 45.0 41.9 41.6 45.0 

 
「瑞浪市は、働きやすいまちだと思いますか」の設問に対

し、「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」と回答した市

民の割合 
H25 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↘〕  

           平均点 45 

 

 

２．リーディング事業の進捗状況 

事業名 
進捗状況 

進捗状況等の説明 担当課 評価 
未着手 着手 順調 達成 

転入者サポート事業 

（前期計画のみ・再

掲） 
    

空き家・空き地バンクの運営、移住定住関連奨励

金の交付によって、市内への移住定住の促進を図

りました。また、市広報、市ホームページ、報誌

等により事業の周知を行いました。 

市民協働課 80 

空き家バンク事業 

（前期計画のみ・再

掲） 
    

市内の不動産等事業者との連携のもと、空き家・空

き地バンクを運営しました。平成 30年度までに 31

件の物件成約がありました。 

市民協働課 80 

新規定住者健康管理

事業（前期計画のみ・再

掲） 
    

転入者に対して、生活習慣病発症予防に関する健

診費用の助成を行いました。 

健康づくり

課 
100 

空き家・空き地バンク 

事業（後期計画のみ・

再掲） 

    

本事業を開始後、令和 3年度までに、空き家・空

き地バンクを介して 39件の物件成約がありまし

た。現在、空き家バンクの登録物件が少ないこと

が課題であるため、都市計画課の空き家カルテを

基に、現地調査にて居住可能な空き家の状況を把

握に努めており、今後、活用可能な空き家の所有

者に対し、ＤＭを送付するなどして登録の働きか

けを進めていきます。また、地域で空き家対策に

取り組んでいるまちづくり推進組織等との情報共

有を強化し、空き家バンク登録の推進を行ってい

きます。 

市民協働課 80 

移住定住情報発信事

業（後期計画のみ・再

掲） 

    

人口減少対策として、移住定住施策は、さらに強

化する必要があるため、令和３年度に運用を開始

した移住定住ポータルサイト及び市公式の各種

SNS等を有効活用し、継続的に本市の魅力や特徴

を情報発信し、移住に関する相談件数の増加を図

ります。今後、SNS広告掲載、移住フェアの参

加、令和 4年度に制作するシティプロモーション

動画の活用により本市の知名度を上げ、将来的に

移住のきっかけ作りとしていきます。 

市民協働課 80 

移住定住促進奨励金

交付事業（後期計画

のみ・再掲） 
    

786件の奨励金を交付し、移住定住人口の増加を

図りました。令和 2年に制度を見直しました。 
市民協働課 100 

三世代同居・近居世帯

定住奨励金交付事業

（後期計画のみ・再掲） 
    

163件の奨励金を交付し、三世代同居・近居を促

進しました。 

※令和３年度事業終了 

市民協働課 100 

若者世帯民間賃貸住

宅入居奨励金交付事     

81件の奨励金を交付し、若者世帯の民間賃貸住宅

への入居を促進しました。 

※令和２年度事業終了 

市民協働課 100 
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事業名 
進捗状況 

進捗状況等の説明 担当課 評価 
未着手 着手 順調 達成 

業（後期計画のみ・再

掲） 

瑞浪駅周辺再開発事

業（後期計画のみ・再

掲）     

「未来の子どもたちに渡せるまち」の実現に向

け、市民ニーズの調査や、Ｍビル等の社会実験を

行い、「瑞浪駅周辺まちづくり基本方針」を策定

しました。引き続き、地元地権者や関係機関と連

携し、魅力あるまちづくりを進めていきます。 

都市計画課 80 

シティープロモーション 

事業（再掲） 

    

瑞浪の情報を発信するため、みず navi旅編・グル

メ編を作成し、市内外に設置・配布しました。また、

JR 車内広告などに移住定住ポスターを掲載し、移

住定住施策を広く PRしました。 

瑞浪市シティプロモーション基本方針策定に向

け、庁内検討会議を開催しました。 

企画政策課 80 

福祉医療費助成事業

（乳幼児等・再掲）     

小学校入学前の乳幼児と小学生・中学生を対象

に、医療費の助成を行っています。 
保険年金課 80 

給食主食費無料事業

（再掲）     

３才以上の市内在住園児の給食主食費を無料とし

ています。 

子育て支援

課 
80 

一時預かり事業 

（後期計画のみ・再

掲） 
    

一時預かり事業を市内の私立保育園２園で行って

います。 

子育て支援

課 
80 

子育て短期支援事業

（後期計画のみ・再

掲） 
    

毎年度、２施設と委託契約を行い受け入れ態勢を整

えていますが、現時点で利用件数は０件です。 

子育て支援

課 
60 

工業団地等創出事業

（前期計画のみ・再

掲） 
    

釜戸地区、稲津地区で工業用地の開発可能性調査

を実施しました。 
商工課 100 

空き店舗・工業団地

等登録事業（前期計

画のみ・再掲） 
    

市民協働課所管の「空き家・空き地バンク」事業に

一本化しました。 
商工課 100 

企業立地促進事業 

（後期計画のみ・再

掲） 
    

釜戸町宿区の造成工事を進めていきます。また、旧

陶小学校の工事を令和 4 年度内の完了を予定して

います。 

商工課 80 

市内就職促進事業 

（後期計画のみ・再

掲） 
    

コロナ禍で合同企業説明会の開催方法を変更しま

した。 
商工課 80 

創業支援事業計画推

進事業（後期計画の

み・再掲） 
    

計画に基づき関係機関と連携して創業者の支援を

行っています。 
商工課 80 

生産農家育成事業 

（後期計画のみ・再

掲） 
    

野菜づくり塾、出荷者の生産技術向上の取組、不足

野菜や奨励野菜の出荷拡大の取組を支援しまし

た。 

農林課 80 

農産物等直売所規模

拡大整備事業（後期

計画のみ・再掲） 
    

肉工房改修によりコロナ渦にありながら豚熱発生

前の H30の売上に対して 106.4％と増加しました。 

農林課 

家畜診療所 
80 

      平均点 85 
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重点方針２ 快適な暮らしを実感する 

～だれもが快適に暮らし、安心して子どもを育んでいくために～ 

１．目標指標の達成度 [   達成    順調    一部順調でない    あまり順調でない  ] 

指標名 単
位 

基準 
Ｈ26 

年度 

Ｈ27 

年度 

Ｈ28 

年度 

Ｈ29 

年度 

Ｈ30 

年度 

Ｈ31(R1) 

年度 

Ｒ２ 

年度 

Ｒ３ 

年度 

目標 

(Ｒ５) 
評価 

誇りのもてる、魅力あるまちな

みだと思う市民の割合 
％ 

47.7 45.7 44.1 45.4 45.3 43.7 49.9 46.8 43.4 50.0 

 
「瑞浪市は、誇りの持てる、魅力あるまちなみだと思います

か」の設問に対し、「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」

と回答した市民の割合 
H25 〔↘〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↘〕  

防災対策等が整い、安心で快適

な住環境が整ったまちだと思う

市民の割合 ％ 

53.1 51.8 48.7 57.9 54.9 55.7 55.9 52.8 55.9 60.0 

 「瑞浪市は、防災対策等が整い、安心で快適な住環境が

整ったまちだと思いますか」の設問に対し、「そう思う」、「ど

ちらかといえばそう思う」と回答した市民の割合 
H25 〔↘〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕  

           平均点 30 

 

２．リーディング事業の進捗状況 

事業名 
進捗状況 

進捗状況等の説明 担当課 評価 
未着手 着手 順調 達成 

景観計画策定事業 

（前期計画のみ・再

掲） 
    

景観計画を策定し、瑞浪市景観審議会を開催しま

した。 
都市計画課 100 

景観形成事業（後期

計画のみ・再掲）     

岐阜高専との共同研究及び大湫町における景観計

画重点区域指定に向けた取り組みに対する支援を

行いました。 

都市計画課 60 

橋梁長寿命化修繕事

業（再掲） 

    

橋梁長寿命化計画により、今後起こりうる大地震

や災害に備え、防災機能や安全性の向上を考慮し

て重要橋梁の補修を実施しました。 

橋梁点検結果により早期措置の必要な橋梁につい

て、次回点検時までに対応しなければなりません

が、事業費が膨大となり、予算内での全ての対応

が困難な状況となっており、効率的な予算執行に

努める必要があります。 

土木課 80 

水道管路耐震化等推

進事業（老朽管更新） 

（前期計画のみ・再掲） 
    

道路改良事業に併せ老朽管を耐震性の有する管へ

布設替えしました。 
上下水道課 80 

中学校統合推進事業

（前期計画のみ・再掲）     

統合校開校に向け、必要な施設整備を進めていま

す。また、統合準備委員会において必要な課題協

議を行っています。 

教育総務課 100 

学校ＩＣＴ活用推進事

業（後期計画のみ・再

掲） 
    

ライセンス購入により、オンライン会議や遠隔授

業を実施し有効に活用しています。 
学校教育課 80 

情報配信サービス事

業（前期計画のみ・再

掲） 
    

ホームページのページのアクセシビリティーの確

保に努めました。 
企画政策課 80 

メールマガジン配信事

業（後期計画のみ・再

掲） 
    

メールマガジンに加え、SNS(LINE)でも同じ内容

を取得できるようにしました。また、

SNS(Youtube、Instagram、Twitter)にて、公式ア

カウントを開設しました。 

各担当課 80 

防災・防犯情報発信

事業（後期計画のみ）     

絆メール有効登録者数の目標値達成と、配信機能

を適切に維持管理できました。 
生活安全課 80 

地域防災リーダー育

成支援事業（再掲）     

令和 5年度までに 300人の防災リーダー・防災士

を養成することを目標とし、現在 271名の防災リ

ーダー・防災士が養成されています。 

生活安全課 80 

消防団員入団促進事

業（再掲） 
    

消防団活動に従事した学生団員に対する就職活動

を支援するため、瑞浪市学生消防団活動認証制度

を制定しました。 

また、各分団消防器具庫及び市主要施設に団員募

集の幟を設置しました。 

警防課 80 

      平均点 82 
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重点方針３ 元気な暮らしを応援する 

～高齢になっても、元気に暮らし続けられるために～ 

１．目標指標の達成度 [   達成    順調    一部順調でない    あまり順調でない  ] 

指標名 単
位 

基準 
Ｈ26 

年度 

Ｈ27 

年度 

Ｈ28 

年度 

Ｈ29 

年度 

Ｈ30 

年度 

Ｈ31(R1) 

年度 

Ｒ２ 

年度 

Ｒ３ 

年度 

目標 

(Ｒ５) 
評価 

高齢者が地域で元気に暮らせる

まちだと思う市民の割合 
％ 

66.0 64.3 59.4 63.7 61.3 63.3 64.3 66.2 64.8 70.0 

 
「瑞浪市は、高齢者が地域で元気に暮らせるまちだと思い

ますか」の設問に対し、「そう思う」、「どちらかといえばそう

思う」と回答した市民の割合 
H25 〔↘〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕  

利用しやすい公共交通が整って

いるまちだと思う市民の割合 
％ 

41.4 34.1 32.1 36.3 38.4 33.3 27.5 30.5 31.3 47.0 

 
「瑞浪市は、利用しやすい公共交通が整っているまちだと

思いますか」の設問に対し、「そう思う」、「どちらかといえば

そう思う」と回答した市民の割合 
H25 〔↘〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕  

           平均点 30 
 

 

２．リーディング事業の進捗状況 

事業名 
進捗状況 

進捗状況等の説明 担当課 評価 
未着手 着手 順調 達成 

地域ケア会議開催事

業（再掲）     

介護支援専門員の資質向上と高齢者の要介護状態

への移行防止を目的とした介護予防支援会議を開

催しました。その他個別ケース会議を通じ、関係

機関との連携を強化することができました。 

高齢福祉課 80 

介護予防普及啓発事

業（後期計画のみ・再

掲） 
    

参加者が介護予防事業への参加をきっかけとし

て、自主的に介護予防活動に取り組むことを目指

し事業を行っています。 

高齢福祉課 80 

コミュニティバス運行

事業（後期計画のみ・

再掲） 
    

プロポーザルにより事業者を選定し事業を実施し

ました。 
商工課 80 

デマンド型交通運行事

業（後期計画のみ・再

掲） 
    

プロポーザルにより事業者を選定し事業を実施し

ました。 
商工課 80 

ユニバーサルデザイン

の導入促進     

各事業において、ユニバーサルデザインの導入を

検討しました。 
各担当課 80 

      平均点 80 
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重点方針 プラス１ 協働の夢づくり 

～地域のつながりで、夢のあるまちづくり～ 

１．目標指標の達成度 [   達成    順調    一部順調でない    あまり順調でない  ] 

指標名 単
位 

基準 
Ｈ26 

年度 

Ｈ27 

年度 

Ｈ28 

年度 

Ｈ29 

年度 

Ｈ30 

年度 

Ｈ31(R1) 

年度 

Ｒ２ 

年度 

Ｒ３ 

年度 

目標 

(Ｒ５) 
評価 

地域活動やボランティア、ＮＰ

Ｏ活動に参加している市民の割

合 ％ 

24.0 24.7 24.4 26.0 26.5 23.8 25.2 24.6 20.2 30.0 

 「あなたは、地域活動やボランティア、ＮＰＯ活動に参加し

ていますか」の設問に対し、「はい」と回答した市民の割

合 
H25 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↘〕  

地域での交流や活動が活発に行

われているまちだと思う市民の

割合 ％ 

57.8 61.8 49.3 60.8 56.4 55.5 60.1 55.1 51.7 63.0 

 「瑞浪市は、地域での交流や活動が活発に行われている

まちだと思いますか」の設問に対し、「そう思う」、「どちら

かといえばそう思う」と回答した市民の割合 
H25 〔↗〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↘〕 〔↗〕 〔↘〕 〔↘〕  

           平均点 30 

 

 

２．リーディング事業の進捗状況 

事業名 
進捗状況 

進捗状況等の説明 担当課 評価 
未着手 着手 順調 達成 

まちづくり基本条例関事

業（後期計画のみ・再

掲） 
    

毎年市民まちづくり会議において、条例

に基づく取組を検証し、市長に答申して

おり、市民の意見を市政に反映する機会

としています。 

市民協働課 80 

まちづくり活動支援事

業（後期計画のみ・再

掲）     

各地区で行われている活発なまちづくり

活動に対して、まちづくり推進協議会連

絡会を開催し、情報交換、共有を行うな

ど、各地区横断的な支援を行うことが出

来ています。 

市民協働課 80 

夢づくり地域交付金事

業（再掲） 

    

「夢づくり地域交付金制度」の見直しにつ

いては、各地区からの意見や要望を参考

に、人口減少対策・定住促進に関する事業、

他のまちづくり推進組織と合同で行う事

業及び若者又は学校と協働で行う事業を

追加し、規則改正を行いました。 

各地区まちづくり推進組織が自主的・自

立的に活動するための主要な財源とし

て、有効に活用されています。 

市民協働課 80 

夢づくり市民活動補助事

業（後期計画のみ・再

掲） 
    

毎年度、新たな市民活動に対して補助を

することが出来ています。 
市民協働課 80 

地域懇談会・市民アン

ケート実施事業（再

掲）     

令和 2年度を除き毎年、市内 10地区にお

いて地域懇談会を実施できています。市

民アンケートは第 6次瑞浪市総合計画の

成果指標として、毎年、無作為抽出した

市民 1,000人を対象にアンケートを実施

できています。 

企画政策課 80 

      平均点 80 
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６ 施策別の協働の状況 

基本方針１ みんなで支え合い健やかに暮らせるまち ～健康福祉～ 

施策 協働の取組状況 
市民、団体、事業者との 

協働に向けて必要なこと 

施策の協

働可能性 

地域福祉・社会保障 さまざまな主体との関係構築が進ん

でいる。 

引き続き、各団体との協同を進めながら、

施策に取り組んでいく必要がある。 
Ｃ 

健康・医療 各団体（医師会・歯科医師会、健診

検査機関、ボランティア団体）と連

携を図りながら、事業を推進してい

る。 

市民には正しい知識の普及に努めています

が、広く周知するまでに至っていません。

各団体と連携を密にし、情報発信や事業の

充実を図る必要がある。 

Ｃ 

子育て支援  民生委員・児童委員、主任児童委

員、NPO法人、社会福祉法人等との

連携構築を図ることにより、子育て

世帯に対する見守りや支援等を行っ

ている。 

引き続き、広く市民、団体・事業者等との

連携を図り、子育て施策に取り組んでいく

必要がある。 
Ｃ 

障がい者福祉 東濃 5市、さまざまな関係機関と連

携することで、地域で支援体制構築

のために取り組んでいます。定期的

な情報共有、基幹相談支援センター

指導のもと、地域総合支援協議会も

活動が活発になっている。 

障がい関係の団体、事業所等と連携をし、

体制を整えて施策に取り組んでいく必要が

ある。 
Ｃ 

高齢者福祉・介護 地域包括支援センター、民生委員、

長寿クラブ等関係機関と連携し、高

齢者の見守りや支援活動を行い、高

齢者が安心して暮らせる地域づくり

に取り組んでいる。 

引き続き関係機関と連携し、協働による取

組を推進する必要がある。 
Ｃ 

 

基本方針２ 安全・安心で人と地球にやさしいまち ～生活環境～ 

施策 協働の取組状況 
市民、団体、事業者との協働に向けて必要

なこと 

施策の協

働可能性 

循環型社会 
各種施策について、市民の理解を得

ながらごみの減量化を推進する。 

市民の理解を得るため、市ＨＰ・アプリ及

び便利帳などでごみの減量化について、わ

かりやすい情報提供に努める。 
Ｃ 

環境保全・エネルギ

ー 

省エネ・新エネに関しては、行政が

普及啓発や補助事業を行うことで、

市民の取組の後押しをしている。 

省エネ・新エネの推進に関しては、今後の

脱炭素社会実現に向け、個人・事業者・行

政すべてが具体的な取組を実践していく必

要がある。 

Ｃ 

公共交通 

構成員に市民代表や事業者、公共交

通に関わる行政が加わった「瑞浪市

公共交通会議」において、利用者の

要望や公共交通の課題を整理し、利

用しやすい公共交通体系の構築に取

り組んでいる。 

引き続き「瑞浪市公共交通会議」におい

て、公共交通の課題を整理する中で、令和

5年度「瑞浪市地域公共交通計画」を策定

する必要がある。 

Ｃ 

消防・防災 

市民に対して、防災訓練、救命講

習、広報誌を通じて防災意識やバイ

スタンダーによる救命処置の必要性

を啓発することができた。みずなみ

防災会や消防団等を中心に防災力向

上や災害対応に協働する体制が構築

できている。 

市民が「自らの命は自らが守る」意識を持

って自らの判断で行動をとり、行政は､そ

れを全力で支援する体制を構築する。 

また、市は自主防災組織や消防団、自治会

等の団体を積極的に支援し、各地域の住民

主体で災害対応ができる強いまちづくりを

推進する。 

Ｂ 

防犯・交通安全 
 瑞浪市防犯推進の会及び交通安全

協会と連携し防犯・交通安全に資す

る活動を行った。 

青色防犯パトロール講習会の開催支援を行

い担い手の確保に努める。 

交通安全協会に対し交通安全推進活動事業

補助金を交付し活動を補助する。 

Ｂ 

市民生活 

・東濃西部広域行政事務組合による

消費生活専門相談員による巡回相談

事業を実施し、相談体制を整備して

いる。また、関係機関への連携につ

いても、専門相談員を通じて連携体

制を整えている。 

・ハローワーク多治見との連携によ

りマザーズコーナー出張相談を定期

開催している。また、商工会議所と

も連携し働き方改革等無料相談会を

開催している。 

・消費生活トラブルに巻き込まれないため

に、引き続き、広報紙やホームページ等を

活用し、情報の提供や消費生活講座等を実

施して、市民に知識や情報を周知する必要

がある。 

・多種多様な雇用や働き方についての情報

があるため、その情報を必要とする市民に

届くよう関係団体との連携が必要である。 

Ｃ 
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基本方針３ 自然と調和した快適で暮らしやすいまち ～都市基盤～ 

施策 協働の取組状況 
市民、団体、事業者との協働に向けて必要

なこと 

施策の協

働可能性 

道路・河川 

里親制度の定着・普及に伴い、道路

及び水路の清掃等の市民による生活

道路の美化・保全活動の取り組みが

徐々に活性化している。 

引き続き、広く市民、団体・事業者に対し

て里親制度をＰＲや支援を積極的に行う必

要がある。 
Ｃ 

まちなみ 
様々な団体や関係機関等と連携する

ことで、施策の達成に向けて協働で

取り組んでいる。 

引き続き、広く市民に制度等を周知すると

ともに、さらなる協働体制を構築し、連携

を図りながら施策に取り組んでいく必要が

ある。 

Ｃ 

住環境 
関係機関等と連携し取り組んでい

る。 

引き続き、広く市民に周知するとともに、

施策に取り組んでいく必要がある。 
Ｃ 

上下水道 
水洗化のＰＲと支援により、水洗化

が進められている。 

引き続き、市民、事業者、行政がそれぞれ

の立場で水の有効利用及び水洗化の促進に

取り組み、雑排水流出の削減に取り組んで

いく必要がある。 

Ｃ 

 

基本方針４ まちの魅力を活かした活力あるまち ～産業経済～ 

施策 協働の取組状況 
市民、団体、事業者との協働に向けて必要

なこと 

施策の協

働可能性 

農林業 

農地や農業用施設、山林の保全にお

いて地域や利用者等による管理体制

が構築されている。また、農地の集

約や営農組織の設立などについて

は、地域や農業協同組合、市との連

携が図られている。農産物等直売所

において、地元産農畜産物の販売、

地産地消の取組みが行われている。 

農地や農業用施設、山林は地域などが主体

となって管理していくことが効果的であ

り、市民、関係団体等と情報共有を図る中

で施策に取り組んでいく必要がある。ま

た、地産地消については、引き続き農産物

等直売所を拠点とし、農家、事業者と連携

した取組みが必要となる。 

Ｂ 

畜産業 

事業者が地域環境との調和を図った

経営に努め、市民が農産物等直売所

において瑞浪市産の畜産物を購入し

消費するよう心がけている。 

県、畜産協会、市家畜衛生協会と連携に努

め、畜産経営の安定を図り地域活性化に取

り組む。 
Ⅾ 

商業 

・地域交流センター利用者のニーズ

把握、アンケート等の実施。 

・Mビル・ゑびす屋の社会実験や各

種イベント等において、まちづく

り・賑わいづくりに意欲的なプレー

ヤーと、駅周辺の関係者・行政が一

体となって、まちの活性化に取り組

んでいる。 

・「瑞浪市中小企業・小規模企業振

興条例」を施行し、本市の中小企業

の振興について地域社会全体の共通

理解と協働の下、一体的かつ積極的

に取り組む体制を整備した。 

・市民ニーズを反映させた地域交流センタ

ー施設運営。 

・今後も、社会実験を通じて市民ニーズの

検討を進めるとともに、さらなる協働の方

法を検討する。 

・「瑞浪市中小企業・小規模企業振興条

例」の基本理念を理解し、多様な主体が連

携・協力し、地域が一体となって中小企業

振興に取り組む必要がある。 

Ｂ 

工業 

・小中学校では食器デザイン展への

参加や給食食器の使用、陶磁器産業

を学ぶ授業や絵付け体験の実施など

で協働の取組みが進んでいる。 

・商工組合・商工会議所・市で構成

する、実行委員会形式でみずなみ陶

器まつりを開催し、陶磁器関係事業

者と連携して陶磁器産業の振興を図

った。 

・「瑞浪市中小企業・小規模企業振

興条例」を施行し、本市の中小企業

の振興について地域社会全体の共通

理解と協働の下、一体的かつ積極的

に取り組む体制を整備した。 

・陶磁器の製造現場等の工場見学や陶芸教

室などの機会の提供が必要。 

・地場産業等の販路開拓に係る支援を継続

しつつ、事業者と一体となり、市内の産業

振興を継続する。 

・「瑞浪市中小企業・小規模企業振興条

例」の基本理念を理解し、多様な主体が連

携・協力し、地域が一体となって中小企業

振興に取り組む必要がある。 

Ｂ 

観光 

・市内の魅力を発信するために、市

民一人ひとりが市内の観光資源につ

いて理解を深めることが大切となる

ため、小中学校等での観光出前講座

を行っています。 

・大湫宿では、行政と地域住民、事

業者が一体となりエリアの新たな魅

力となる拠点づくりに取り組んだ。 

・市内１３のゴルフ場と関係団体等

・引き続き、観光出前講座を行い、市民一

人ひとりの市内の観光資源についての理解

を深める。 

・地域エリアの活性化につなげるために

も、地域住民や事業者とともに観光資源の

ブラッシュアップに取り組む。 

Ｃ 
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で構成されるゴルフの町みずなみＰ

Ｒ実行員会により市内外へのＰＲを

行っています。 

 

基本方針５ いきいきと学び心豊かに暮らせるまち ～教育文化～ 

施策 協働の取組状況 
市民、団体、事業者との協働に向けて必要

なこと 

施策の協

働可能性 

就学前教育・学校教育 

・令和３年度に小学校２校が先進

校としてコミュニティ・スクール

（以下、「ＣＳ」とする。）とな

り、令和４年度にはさらに小学校

４校がＣＳとなりました。 

・令和６年度には、残りの学校も

ＣＳが設置できるよう現在準備を

進めています。 

・ＣＳとなったことにより、地域

と学校が連携・協働して地域の子

供たちを育てていこうとする意識

が芽生えてきました。 

・ＣＳは設置されましたが、まだまだ地域

住民全体への周知が必要です。 

・今は学校が中心となって活動を進めてい

るところもありますが、今後は地域が主体

となって連携・協働活動が推進されること

が必要です。 

Ｃ 

社会教育 

利用者アンケートや各種会議で把

握した市民等の意見を反映させな

がら各種講座・イベント等を実施

し、生涯学習・社会教育の推進に

努めている。各団体構成員の積極

的な参画や主体的な運営、市民の

自主的な文化活動が円滑に行われ

るよう支援している。 

引き続き利用者ニーズと講座等の内容のバ

ランス・費用対効果を考慮しながら、幅広

い年齢層の多様なニーズに対応した学習機

会を提供し、個人の生きがいづくりとして

のみでなく、人と人との交流活動、地域づ

くりにつなげていく必要がある。 

Ｂ 

生涯スポーツ 

各種大会などを実施する競技団体

とも関係構築はできているので、

今後も活動が活発になるよう助言

等を行っていく。 

気軽にスポーツに親しめる環境をつくるこ

とが今後も必要なので、引き続き各種競技

団体とは助言や意見交換ができる関係を保

ち、競技団体と市がお互いにスポーツ活動

が活発にできる環境づくりが必要である。 

Ｃ 

文化・芸術・文化財 

多様な場所、機会において市民の

文化芸術活動並びにその発表会を

行うための取り組みが続けられて

います。 

文化財の調査・保存等のため、所

有者等との連携・調整を図り、必

要に応じて保護措置を講じていま

す。博物館関連事業では、各団体

との連携により広報等の効果が高

まっています。 

市民の文化芸術活動を支えるため、関係す

る団体への支援が必要です。 

文化財保護や生涯学習等充実のため各種事

業を継続するとともに、各団体の活動活発

化やボランティア増加のため、様々な情報

の発信や広報に努めることが必要です。 

Ｃ 

 

基本方針６ 市民と行政で創造する夢のあるまち ～新たなまちづくり～ 

施策 協働の取組状況 
市民、団体、事業者との協働に向けて必要

なこと 

施策の協

働可能性 

協働のまちづくり 

さまざまな主体との連携が進んで

おり、市民、団体・事業者、議

会、行政での協働のまちづくりが

行われている。 

市民、団体・事業者、議会、行政による協

働のまちづくりを継続するため、連携する

事業や手法を増やしていくなど積極的な行

動が必要である。 

Ｂ 

情報共有 

市民、団体・事業者との連携を図

る中で、広報の配布などの情報発

信が行われている。 

地域懇談会においても、積極的な

地域住民の協力により意見交換が

行われている。 

近年、SNSの活用した情報発信など、発信

ツールが複雑化する中で、発信側と受信側

の共通認識の構築が必要である。受信ツー

ルにおいても、双方にとって過度の負担と

ならないように進めることが必要である。 

Ｃ 

行財政運営 

パブリックコメントや説明会、市

政直行便などを通して、常に協働

できるような体制を整備してい

る。 

単に意見を伺うだけでなく、住民サービス

の在り方を市民と行政が一緒になって考え

ていくことが必要である。 

民間活力の活用には、市の情報発信力を強

化し、民間が必要とする情報を的確に提供

することが必要である。 

Ｃ 

人権尊重社会 

県女性相談センターや関係機関と

連携し、ＤＶ被害者に対する助言

や支援が出来る体制の整備と相談

窓口の周知に取り組む。 

新たな加害者や被害者を生み出さないため

に、リーフレットの配布、市の広報紙やホ

ームページを活用して啓発に努める。 
Ｃ 
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＜参考＞ 

協働の可能性の基準 

Ａ 市民が中心の取り組みが望ましい 

Ｂ 市民が主導しながら、行政が側面的支援を行う取り組みが望ましい 

Ｃ 行政が主導しながら、市民の参加・協力による取り組みが望ましい 

Ｄ 行政が中心の取り組みが望ましい 

 


